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南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援し て ね ♥

はちみつグラノーラ
●材料（2人分）
　はちみつ………………… 60g

オイル（お好みのもの）… 40g
　オートミール…………… 100g
●作り方
　①はちみつとオイルを鍋で軽く沸騰させる。
　②オートミールとナッツを加えてからめる。
　③クッキングペーパーを敷いた天板にうすく伸ばして160℃に予熱した
　　オーブンで30分焼き、そのまま冷ます。（途中で２回ほど混ぜる）
　④ドライフルーツを混ぜる。

商品やサービスの取引や訪問販売などでのトラブルやお悩
みの相談窓口。専門の消費生活相談員が解決のお手伝いを
するよ！

南アルプス市役所（みんなでまちづくり推進課内）
9：00～12：00、13：00～16：00 ／ 土 日 祝 休 ／
TEL055-282-7323

生まれは東京の下町です。高校の
ときから山岳部で、当時から山登り
が大好きでした。北岳山荘でアルバ
イトを始めた先輩にくっついて山
荘に居候をしているうちに、自分も
アルバイトに。そして、その先輩と
結婚（笑）二人で山小屋従業員とし
て働くなかで、芦安に移住すること
に決めました。

山の魅力は数知れず！
山 が と に か く 大 好 き！山 に 登 り

始めは人並みに「なんでこんな辛い
思 い を し て …」と 思 っ て い ま し た
が、苦しい過程を乗り越えて、頂上
でしか見られない花、景色、人間関
係を知って病みつきになりました。
山の苦楽を共にすることで、普通に
学校行ったり仕事をしてるだけで
は見られない人の本性が見えてき
て、すぐに深い付き合いになる感じ
がするのも山の魅力です。苦しい思
いをしてたどり着いた山荘で、いろ

んな人と生活した思い出が、私の財

産になっています。

家族みんなで、芦安で…
山登りをやめたきっかけも子ど

もでしたが（笑）子どもがいてくれ
たおかげで、芦安でいろんな経験も
させてもらえました。登山復帰も、
芦安中学校の全校登山へ行く次男
に、こっそりついていったのがきっ
かけですしね！ 去年からは東京の
父母を呼び寄せて、ご近所生活を楽
しんでいます。猿除けの柵なんて考
えたこともなかった父母が、芦安で
どんな老後を送っていくのか、手を
差し伸べながら一緒に味わってい
きたいと思っています。

松本 祐里子さん移住者
interview

消費生活センター

◆居住履歴
東 京 生 ま れ → 北 岳 山 荘 勤 務 →   
＼南アルプス市／
子育てもそろそろ一段落し、山ガー
ルに復帰の予感！

料理監修 : Chizuru Aoki

クレープ
シルフ

山が繋げてくれた縁♡

南アルプス縦走
まであと少し♡

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

　ナッツ…………… 50g
　ドライフルーツ… 50g
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子
育
て
・
し
ご
と
・
す
ま
い
・
交
通
に
関
す
る

身
近
な
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

　本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
ひ
と
」
が
こ
の
「
ま
ち
」
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
し
ご
と
」
を

創
り
出
し
、
さ
ら
に
将
来
に
わ
た
り
魅
力
的
な
「
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
そ
の
目
標
を
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　こ
れ
を
も
と
に
、
市
民
の
皆
様
が
、
市
内
で
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
し
、
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
ら
れ
る
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
「
南
ア
ル
プ
ス

市
総
合
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
中
に
は
生
活
や
仕
事
に
関
す
る
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
不
妊
治
療
助
成
事
業
】

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
に
対
し
て
、治
療
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

【
産
前
産
後
ケ
ア
事
業
】

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
負
担
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

【
乳
児
用
お
む
つ
用
品
支
給
事
業
】

１
歳
の
お
誕
生
月
ま
で
お
む
つ
関
連
用
品
の
購
入
に
対
し
て
引
換
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

【
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
貸
出
事
業
】

１
歳
未
満
の
乳
児
を
養
育
す
る
保
護
者
に
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
　
電
話（
２
８
２
）７
２
９
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　【
乳
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
与
事
業
】

１
歳
未
満
の
乳
児
を
養
育
す
る
保
護
者
に
、乳
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
　
電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業（
18
歳
ま
で
拡
大
）】

子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。 

中
学
校
３
年
生
ま
で
で
あ
っ
た
対
象
者
を

18
歳
ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
　
電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

【
保
育
料
多
子
軽
減
枠
の
拡
大
】

市
内
在
住
の
多
子
世
帯
お
よ
び
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
子
育
て
世
帯
の
保
育
料
軽
減
額

を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
　
電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

【
が
ん
ば
る
子
育
て
応
援
利
子
補
給
事
業
】

子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
の
大
学
等
進
学
に
係
る
教
育
資
金
の
借
入
金
返
済
へ
の

支
援
を
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

【
が
ん
ば
る
子
育
て
応
援
定
住
補
助
金
交
付
事
業
】

が
ん
ば
る
子
育
て
応
援
利
子
補
給
事
業
の
受
給
者
の
う
ち
、対
象
と
な
っ
た
子
ど
も
が

卒
業
後
３
年
以
上
市
内
に
定
住
し
、就
業
し
た
場
合
に
支
援
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

【
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
交
付
事
業
】

タ
ク
シ
ー（
中
型
以
下
）・
介
護
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
料
金
分
の
助
成
を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

【
商
工
業
事
業
資
金
利
子
補
給
支
援
事
業
】

市
内
商
工
業
者
が
事
業
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場
合
、利
子
補
給
を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
新
規
創
業
者
資
金
借
入
補
助
金
支
援
事
業
】

市
内
で
新
規
に
創
業
を
行
な
う
者
が
創
業
に
あ
た
り
融
資
を
受
け
た
場
合
、利
子
補
給

を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
雇
用
創
出
奨
励
金
事
業
】

市
指
定
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
市
民
の
方
を
新
た
に
雇
用
し
た
場
合
、奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
成
長
投
資
支
援
事
業
】

市
内
に
工
場
等
を
有
す
る
企
業
が
行
な
う
設
備
投
資
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
青
年
就
農
給
付
金
事
業
】

市
内
で
の
新
規
就
農
を
目
指
す
方
に
対
し
て
、生
活
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

【
中
高
年
の
新
規
就
農
者
支
援
事
業
】

市
内
で
の
新
規
就
農
を
目
指
す
方
に
対
し
て
、生
活
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業
】

市
内
の
事
業
者
に
よ
り
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
な
っ
た
場
合
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話（
２
８
２
）６
３
９
７

【
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業
】

市
内
に
土
地
と
住
宅
を
取
得
し
定
住
す
る
夫
婦（
合
計
年
齢
７０
歳
以
下
）に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

【
空
き
家
活
用
定
住
促
進
事
業
】

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
利
用
者
の
住
宅
改
修
費（
リ
フ
ォ
ー
ム
費
）を
助
成
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

子
育
て

交  

通

す
ま
い

し
ご
と

※

各
種
事
業
の
詳
細
や
対
象
と
な
る
条
件
等
に
つ
い
て
は
担
当
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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せ
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０
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せ
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業
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歳
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せ
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０
０
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】
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歳
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乳
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。
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せ
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て
支
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２
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２
９
３
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乳
児
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シ
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与
事
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】
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歳
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乳
児
を
養
育
す
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児
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料
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。
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２
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２
９
３
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療
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助
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し
ま
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。
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２
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２
９
３
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拡
大
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と
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。
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２
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２
９
３
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。
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０
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３
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付
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利
子
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業
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受
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う
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な
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た
子
ど
も
が

卒
業
後
３
年
以
上
市
内
に
定
住
し
、就
業
し
た
場
合
に
支
援
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
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政
策
推
進
課
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２
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０
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高
齢
者
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ク
シ
ー
券
交
付
事
業
】

タ
ク
シ
ー（
中
型
以
下
）・
介
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タ
ク
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い
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。
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通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
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業
事
業
資
金
利
子
補
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支
援
事
業
】

市
内
商
工
業
者
が
事
業
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場
合
、利
子
補
給
を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
新
規
創
業
者
資
金
借
入
補
助
金
支
援
事
業
】

市
内
で
新
規
に
創
業
を
行
な
う
者
が
創
業
に
あ
た
り
融
資
を
受
け
た
場
合
、利
子
補
給

を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
雇
用
創
出
奨
励
金
事
業
】

市
指
定
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
市
民
の
方
を
新
た
に
雇
用
し
た
場
合
、奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
成
長
投
資
支
援
事
業
】

市
内
に
工
場
等
を
有
す
る
企
業
が
行
な
う
設
備
投
資
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

【
青
年
就
農
給
付
金
事
業
】

市
内
で
の
新
規
就
農
を
目
指
す
方
に
対
し
て
、生
活
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

【
中
高
年
の
新
規
就
農
者
支
援
事
業
】

市
内
で
の
新
規
就
農
を
目
指
す
方
に
対
し
て
、生
活
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業
】

市
内
の
事
業
者
に
よ
り
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
な
っ
た
場
合
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話（
２
８
２
）６
３
９
７

【
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業
】

市
内
に
土
地
と
住
宅
を
取
得
し
定
住
す
る
夫
婦（
合
計
年
齢
７０
歳
以
下
）に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

【
空
き
家
活
用
定
住
促
進
事
業
】

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
利
用
者
の
住
宅
改
修
費（
リ
フ
ォ
ー
ム
費
）を
助
成
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

子
育
て

交  

通

す
ま
い

し
ご
と

※

各
種
事
業
の
詳
細
や
対
象
と
な
る
条
件
等
に
つ
い
て
は
担
当
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

    23 



　土砂災害はいったん発生すると大きな被害を及ぼします。
大雨や地震のときは、土砂災害に注意しましょう。
　今年の梅雨入りも間近です。これを機会にみなさんのご自
宅周辺の裏山や沢などの点検や、緊急時の避難場所や連絡先
など、ご家族で確認しましょう。
　また「中央図書館」「芦安山岳館」では、土砂災害に関する
パネルの展示を行なっています。ぜひお立ち寄りください。

６月は土砂災害防止月間です。６月は土砂災害防止月間です。
最
も
効
果
的
な
災
害
対
処
は
、

「
安
全
な
段
階
で
、

　
　安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。」

危
険
か
ら
い
か
に
逃
れ
る
か
!!
で
す
。

平成29年度 南アルプス市
土砂災害防災訓練

６月４日（日）
８時～11時30分

開催日

時　間

秋山・湯沢地区訓練地区

指定避難所
（落合創造館アミカル）

避難場所

土砂災害の前兆現象

② 地割れができる ③ 斜面から水が噴き出す

① 川の流れがにごり、
　 流木が混じりはじめる

② 雨は降り続いている
　 のに川の水位が下がる

③ 山鳴りがする

① がけから小石が
　 パラパラと落ちてくる

② がけから水が湧き出て
 　いる

③ がけに割れ目が見える

① 沢や井戸の水がにごる

地
滑
り

土
石
流

が
け
崩
れ

地震体験車に
乗ってみませんか

６月21日（水）

10時～15時

市役所 西別館前駐車場

開催日

時　間

場　所

お問合せ先

富士川砂防事務所 調査課
☎252-7156 
　http:/www.ktr.mlit.go.jp/fujikawa/

防災危機管理室　☎282-6494
　kiki@city.minami-alps.lg.jp

訓練内容
・実働避難訓練
・安否確認
・避難行動要支援

お気軽にご参加ください

　蛇口をひねれば、いつでもきれいなお水が出てきます。のどが渇いたら、そのまま
飲むことができます。
　もしも、そうでなかったら…。食事のしたくは？洗濯は？お風呂は？トイレは？
きれいなお水がすぐに出てくることが、当たり前になっていませんか？
　今年度の水道週間のスローガンのとおり、水は宝物です。この機会に、もう一度
水道水について考えてみましょう。

　企業局では、水道週間を通して生活に欠かすことのできない水道について、さらに
関心を高めていただくためのイベントを開催します。

駒場浄水場・親子見学会

開 催 イ ベ ン ト

（第59回水道週間スローガン）

あたりまえ そんなみずこそ たからもの

６月１日～６月７日は水道週間です。６月１日～６月７日は水道週間です。

◎ お問合せ　企業局 工務課　 ☎282-2016

　世界でも有数の地震多発国である日本。過去10年間で、震度５弱以上の地震の発生件数は、合計170回
以上であり、大きな地震はいつ襲ってくるか分かりません。
　地震によりライフラインが機能しなくなるという事態も発生し、水道施設も大きな被害を受けています。
地震等の自然災害による水道管の被害を最小限に抑えるために、水道管や水道施設の更新・耐震化が重要です。
　そのため「耐震管」と呼ばれる、地震の揺れにあわせて伸び縮みし、強い強度を持った水道管が安心・
　　　　　　　　　　　　　安全で安定した給水には欠かせない存在となります。　
　　　　　　　　　　　　　　企業局では、災害時でも確実に給水できるよう、老朽管の更新時には、管路の
　　　　　　　　　　　　　耐震化を進めています。

安心・安全で安定した給水をめざし、水道管の耐震化を進めています

出典：　（公社）日本水道協会

一日企業局長による街頭PR

６月1日（木）
10時頃
Ａコープ白根店
Ａコープ甲西店
ザ・ビッグ櫛形店

開催日

時　間

場　所
７月30日（日）
10時～12時
駒場浄水場

（南アルプス市有野 2525）

電話にて受付（夜間可）

開催日

時　間

場　所

申　込

企業局 総務課
☎282-2016企業局 浄水管理課　☎285-2778

　企業局では、駒場浄水場で、水道水ができるまでの仕組み
や実験などを体験していただき、水道への理解を深めていた
だくために、今年も夏休みに親子見学会を開催します。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

　一日企業局長（市内小学校PTA ３名）
によるチラシと記念品の配布を行ないます。

お問合せ
お問合せ

5     4



　土砂災害はいったん発生すると大きな被害を及ぼします。
大雨や地震のときは、土砂災害に注意しましょう。
　今年の梅雨入りも間近です。これを機会にみなさんのご自
宅周辺の裏山や沢などの点検や、緊急時の避難場所や連絡先
など、ご家族で確認しましょう。
　また「中央図書館」「芦安山岳館」では、土砂災害に関する
パネルの展示を行なっています。ぜひお立ち寄りください。

６月は土砂災害防止月間です。６月は土砂災害防止月間です。
最
も
効
果
的
な
災
害
対
処
は
、

「
安
全
な
段
階
で
、

　
　安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。」

危
険
か
ら
い
か
に
逃
れ
る
か
!!
で
す
。

平成29年度 南アルプス市
土砂災害防災訓練

６月４日（日）
８時～11時30分

開催日

時　間

秋山・湯沢地区訓練地区

指定避難所
（落合創造館アミカル）

避難場所

土砂災害の前兆現象

② 地割れができる ③ 斜面から水が噴き出す

① 川の流れがにごり、
　 流木が混じりはじめる

② 雨は降り続いている
　 のに川の水位が下がる

③ 山鳴りがする

① がけから小石が
　 パラパラと落ちてくる

② がけから水が湧き出て
 　いる

③ がけに割れ目が見える

① 沢や井戸の水がにごる

地
滑
り

土
石
流

が
け
崩
れ

地震体験車に
乗ってみませんか

６月21日（水）

10時～15時

市役所 西別館前駐車場

開催日

時　間

場　所

お問合せ先

富士川砂防事務所 調査課
☎252-7156 
　http:/www.ktr.mlit.go.jp/fujikawa/

防災危機管理室　☎282-6494
　kiki@city.minami-alps.lg.jp

訓練内容
・実働避難訓練
・安否確認
・避難行動要支援

お気軽にご参加ください

　蛇口をひねれば、いつでもきれいなお水が出てきます。のどが渇いたら、そのまま
飲むことができます。
　もしも、そうでなかったら…。食事のしたくは？洗濯は？お風呂は？トイレは？
きれいなお水がすぐに出てくることが、当たり前になっていませんか？
　今年度の水道週間のスローガンのとおり、水は宝物です。この機会に、もう一度
水道水について考えてみましょう。

　企業局では、水道週間を通して生活に欠かすことのできない水道について、さらに
関心を高めていただくためのイベントを開催します。

駒場浄水場・親子見学会

開 催 イ ベ ン ト

（第59回水道週間スローガン）

あたりまえ そんなみずこそ たからもの

６月１日～６月７日は水道週間です。６月１日～６月７日は水道週間です。

◎ お問合せ　企業局 工務課　 ☎282-2016

　世界でも有数の地震多発国である日本。過去10年間で、震度５弱以上の地震の発生件数は、合計170回
以上であり、大きな地震はいつ襲ってくるか分かりません。
　地震によりライフラインが機能しなくなるという事態も発生し、水道施設も大きな被害を受けています。
地震等の自然災害による水道管の被害を最小限に抑えるために、水道管や水道施設の更新・耐震化が重要です。
　そのため「耐震管」と呼ばれる、地震の揺れにあわせて伸び縮みし、強い強度を持った水道管が安心・
　　　　　　　　　　　　　安全で安定した給水には欠かせない存在となります。　
　　　　　　　　　　　　　　企業局では、災害時でも確実に給水できるよう、老朽管の更新時には、管路の
　　　　　　　　　　　　　耐震化を進めています。

安心・安全で安定した給水をめざし、水道管の耐震化を進めています

出典：　（公社）日本水道協会

一日企業局長による街頭PR

６月1日（木）
10時頃
Ａコープ白根店
Ａコープ甲西店
ザ・ビッグ櫛形店

開催日

時　間

場　所
７月30日（日）
10時～12時
駒場浄水場

（南アルプス市有野 2525）

電話にて受付（夜間可）

開催日

時　間

場　所

申　込

企業局 総務課
☎282-2016企業局 浄水管理課　☎285-2778

　企業局では、駒場浄水場で、水道水ができるまでの仕組み
や実験などを体験していただき、水道への理解を深めていた
だくために、今年も夏休みに親子見学会を開催します。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

　一日企業局長（市内小学校PTA ３名）
によるチラシと記念品の配布を行ないます。

お問合せ
お問合せ

5     4



CLIPCLIP

Minamialps-City Information

Minamialps-City
Information

　

インフォメーション・クリップ

 

　
景
観
法
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
環
境
省
に
お
い
て
、
景
観

法
の
基
本
理
念
の
普
及
、
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
国
民
の
意
識
啓
発
を
目
的
に
、

景
観
法
の
全
面
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日
を「
景
観
の
日
」と
定
め
ま
し
た
。

　
良
好
な
景
観
は「
国
民
共
通
の
資
産
」で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
の
美
し
い
景
観
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
景
観
の
整
備
・
保
全
と
い
っ
て
も
一
朝
一

夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
崩
れ
て
し
ま
っ
た
景
観
を
元
に
戻
す
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
い
て
も
、
平
成
17
年
９
月
に
景
観
法
に
基
づ
く「
景
観
行
政
団
体
」

と
な
り
、
景
観
計
画
の
策
定
お
よ
び
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
景
観
の
整
備
・

保
全
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
・

工
作
物
等
の
新
築
、
増
改
築
、
移
転
お
よ
び
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
若
し

く
は
模
様
替
え
ま
た
は
色
彩
の
変
更
を
行
な
う
場
合
に
届
出
を
求
め
、
良
好
な
景
観
形

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
は
景
観
の
日
で
す
。

〜 

市
内
の
景
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

〜

※詳細は市ホームページまたは『南アルプス市景観計画』
　をご覧ください。
●お問合せ／都市計画課　電話（２８２）６３９４

　
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
市
か
ら
申
請
書
が
届
い
た
方
は
、
期

限
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
28
年
分
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

※

た
だ
し
、
次
の
方
を
除
き
ま
す
。

・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

・
生
活
保
護
受
給
者

・
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付
受
給
者

支
給
額
　
１
人
に
つ
き
１
５
，０
０
０
円

申
請
期
限
　
８
月
28
日（
月
）

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
支
給
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
過
去
１
年

間
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
を
、
在
宅
で
常
時
介
護
し

た
同
居
の
介
護
者
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件
　
短
期
入
所
の
利
用
が
７
日
以
内
で
、
通
所
介

　
護
・
通
所
リ
ハ
利
用
日
数
１
８
０
日
以
内
、
医
療
機
関

　
へ
の
入
院
日
数
が
30
日
以
内
の
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た

　
は
市
の
基
準
に
該
当
す
る
認
知
症
高
齢
者
。

支
給
額
　
５
０
，０
０
０
円

申
請
期
限
　
６
月
23
日（
金
）

※

申
請
書
は
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
で
配
布
し
ま
す

●
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）７
３
４
７

介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
申
請
を
行
な
っ
た
方
に
対
し
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
お
受
取
り
い
た
だ
く
た
め
、
予
約
制
で
交
付
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
交
付
準
備
が
整
っ
た
方
へ
は
順
次
、
カ
ー
ド
の
受
取
を

ご
案
内
す
る
交
付
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

交
付
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
事
前
に
予
約

の
手
続
き
を
行
な
い
、
予
約
さ
れ
た
日
時
に
戸
籍
市
民
課

へ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
金
曜
日
の
交
付
時
間
が
17
時

ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法

①
W
E
B
予
約
：
交
付
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る「
交
付

　
予
約
方
法
」に
従
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
・

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
か
ら
予
約
す
る
。

②
電
話
予
約
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話

　
い
た
だ
き
、
受
取
日
時
を
予
約
す
る
。

７
月
か
ら
の
交
付
時
間
（
祝
日
を
除
く
）

　
月
・
水
　
　
　
９
時
〜
18
時
30
分

　
火
・
木
・
金
　
９
時
〜
17
時

交
付
場
所
　
戸
籍
市
民
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

●
電
話
予
約
・
お
問
合
せ
／

　
戸
籍
市
民
課
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

電
話（
２
８
２
）６
０
３
２

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付（
受
取
）に
つ
い
て

「
男
で
○
、
女
で
○
、

　
　
　
　  

共
同
作
業
で
◎
」 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
施
行（
平
成
11
年
６
月
23
日
）

に
あ
わ
せ
、
そ
の
目
的
や
基
本
理
念
に
つい
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
男
女
共
同
参
画
週
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同

参
画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
取
組
み
が

必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

出
張
紙
芝
居
も
行
な
い
ま
す

　
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員（
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
）と
共
に
啓
発
活
動
な
ど
を
行
な
って
い
ま

す
。
昨
年
度
は
地
域
や
家
庭
向
け
の
紙
芝
居
や
企
業
向
け
チ

ラ
シ
を
作
成
し
広
報
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
ご
希
望
が
あ
れ

ば
地
域
や
団
体
の
会
議
な
ど
で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
問
題
に
関
し
、
趣
旨
を
簡
潔
に
表
現
し
、

国
民
一
人
一
人
の
意
識
啓
発
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、

覚
え
や
す
い
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
６
月
23
日（
金
）ま
で

注
意
事
項
　
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
作
品
は
１
人
に
つ
き
１
作
品
で
す
。

応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
に
作
品
と
郵
便
番
号
・
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可

　
能
で
す
。
メ
ー
ル
に
記
入
い
た
だ
く
内
容
は
、
郵
便
は

　
が
き
に
よ
る
も
の
と
同
様
で
す
。
メ
ー
ル
の
題
名
は

　「
標
語
の
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
の
場
合
　

　
〒
３
１
０

－

０
０
０
４

　
茨
城
県
水
戸
市
青
柳
町
３
８
９
６
番
地
　

　
東
水
戸
デ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）
標
語
募
集
担
当 

宛

②
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
　gekkan-hyougo@

e-hds.com

発
　
表
　
最
優
秀
作
品（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）を
１
作
品
決

　
定
し
、
９
月
以
降
に
本
人
へ
通
知
す
る
ほ
か
、
厚
生
労

　
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
ま
す
。

照
会
先
　
厚
生
労
働
省 

雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課 

　
虐
待
防
止
対
策
推
進
室
　

　
電
話 

０
３（
５
２
５
３
）１
１
１
１（
内
線
７
９
４
６
）

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
０
４
９

平
成
29
年
度「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」標
語
募
集

 

田園居住地域の主な届出対象行為（一部抜粋）

高さ13ｍ又は延床面積
1,000㎡を超えるもの
（増改築後に上記対象 

　規模を超えるものも含む）

電線、電柱、
鉄塔、アンテナ等

高さ20ｍを
超えるもの

高さ13ｍ又は
パネル面積10㎡
を超えるもの

太陽光発電施設

建築物
・新築、増改築、移転、外観を変
　更することとなる修繕若しく
　は模様替え又は色彩の変更

工作物
・新築、増改築、移転、外観を変
　更することとなる修繕若しく
　は模様替え又は色彩の変更

※市内を３つの景観形成地域に分けて基準を設けています。 届出の基準が
　地域ごとに異なりますので、 詳細は市ホームページを参照ください。
※色彩については、数値化（マンセル値化）し基準を明確化。

行為の種類 届出の対象

南アルプス市
景観審議会 有識者、公募委員による景観に関する審議。

Ｈ28年度に『ふるさとを錦で飾り隊in中野』を
指定第１号として登録。 団体の活動をＨＰや
広報等で公表し、広く周知。

Ｈ25年度に『釜無川右岸上高砂堤防松並木』
を指定。 （県内初の景観重要樹木の指定。
また河川敷の樹木の指定は全国初。）

市内の自然・歴史景観を楽しみながら歩き、
市民の景観に対する意識向上を図る。

・県民の森　・ほたるみ橋公園からの棚田
・湯沢公園　・桃花橋公園（ループ橋）

景観形成活動
団体の登録

景観重要樹木
の指定

景観まちあるき
の開催

公共眺望
ポイントの登録

良好な景観形成に向けた取組み

事業名 事業内容

湯沢公園および名勝懸腰山からの景色ほたるみ橋公園からの棚田

公共眺望ポイント

ニ
ジ
ュ
ウ
マ
ル

マ
ル

マ
ル

    6 7
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景
観
法
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
環
境
省
に
お
い
て
、
景
観

法
の
基
本
理
念
の
普
及
、
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
国
民
の
意
識
啓
発
を
目
的
に
、

景
観
法
の
全
面
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日
を「
景
観
の
日
」と
定
め
ま
し
た
。

　
良
好
な
景
観
は「
国
民
共
通
の
資
産
」で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
の
美
し
い
景
観
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
景
観
の
整
備
・
保
全
と
い
っ
て
も
一
朝
一

夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
崩
れ
て
し
ま
っ
た
景
観
を
元
に
戻
す
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
い
て
も
、
平
成
17
年
９
月
に
景
観
法
に
基
づ
く「
景
観
行
政
団
体
」

と
な
り
、
景
観
計
画
の
策
定
お
よ
び
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
景
観
の
整
備
・

保
全
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
・

工
作
物
等
の
新
築
、
増
改
築
、
移
転
お
よ
び
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
若
し

く
は
模
様
替
え
ま
た
は
色
彩
の
変
更
を
行
な
う
場
合
に
届
出
を
求
め
、
良
好
な
景
観
形

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
は
景
観
の
日
で
す
。

〜 

市
内
の
景
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

〜

※詳細は市ホームページまたは『南アルプス市景観計画』
　をご覧ください。
●お問合せ／都市計画課　電話（２８２）６３９４

　
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
市
か
ら
申
請
書
が
届
い
た
方
は
、
期

限
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
28
年
分
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

※

た
だ
し
、
次
の
方
を
除
き
ま
す
。

・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

・
生
活
保
護
受
給
者

・
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付
受
給
者

支
給
額
　
１
人
に
つ
き
１
５
，０
０
０
円

申
請
期
限
　
８
月
28
日（
月
）

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
支
給
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
過
去
１
年

間
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
を
、
在
宅
で
常
時
介
護
し

た
同
居
の
介
護
者
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件
　
短
期
入
所
の
利
用
が
７
日
以
内
で
、
通
所
介

　
護
・
通
所
リ
ハ
利
用
日
数
１
８
０
日
以
内
、
医
療
機
関

　
へ
の
入
院
日
数
が
30
日
以
内
の
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た

　
は
市
の
基
準
に
該
当
す
る
認
知
症
高
齢
者
。

支
給
額
　
５
０
，０
０
０
円

申
請
期
限
　
６
月
23
日（
金
）

※

申
請
書
は
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
で
配
布
し
ま
す

●
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）７
３
４
７

介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
申
請
を
行
な
っ
た
方
に
対
し
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間
を
短
縮
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
お
受
取
り
い
た
だ
く
た
め
、
予
約
制
で
交
付
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
交
付
準
備
が
整
っ
た
方
へ
は
順
次
、
カ
ー
ド
の
受
取
を

ご
案
内
す
る
交
付
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

交
付
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
事
前
に
予
約

の
手
続
き
を
行
な
い
、
予
約
さ
れ
た
日
時
に
戸
籍
市
民
課

へ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
金
曜
日
の
交
付
時
間
が
17
時

ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法

①
W
E
B
予
約
：
交
付
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る「
交
付

　
予
約
方
法
」に
従
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
・

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
か
ら
予
約
す
る
。

②
電
話
予
約
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話

　
い
た
だ
き
、
受
取
日
時
を
予
約
す
る
。

７
月
か
ら
の
交
付
時
間
（
祝
日
を
除
く
）

　
月
・
水
　
　
　
９
時
〜
18
時
30
分

　
火
・
木
・
金
　
９
時
〜
17
時

交
付
場
所
　
戸
籍
市
民
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

●
電
話
予
約
・
お
問
合
せ
／

　
戸
籍
市
民
課
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

電
話（
２
８
２
）６
０
３
２

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付（
受
取
）に
つ
い
て

「
男
で
○
、
女
で
○
、

　
　
　
　  

共
同
作
業
で
◎
」 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
施
行（
平
成
11
年
６
月
23
日
）

に
あ
わ
せ
、
そ
の
目
的
や
基
本
理
念
に
つい
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
男
女
共
同
参
画
週
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同

参
画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
取
組
み
が

必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

出
張
紙
芝
居
も
行
な
い
ま
す

　
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員（
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
）と
共
に
啓
発
活
動
な
ど
を
行
な
って
い
ま

す
。
昨
年
度
は
地
域
や
家
庭
向
け
の
紙
芝
居
や
企
業
向
け
チ

ラ
シ
を
作
成
し
広
報
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
ご
希
望
が
あ
れ

ば
地
域
や
団
体
の
会
議
な
ど
で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
問
題
に
関
し
、
趣
旨
を
簡
潔
に
表
現
し
、

国
民
一
人
一
人
の
意
識
啓
発
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、

覚
え
や
す
い
標
語
を
募
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し
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。
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注
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項
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作
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未
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。

　
作
品
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１
人
に
つ
き
１
作
品
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応
募
方
法
　
郵
便
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が
き
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作
品
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郵
便
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号
・
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
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郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
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ま
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、
電
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メ
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ル
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応
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メ
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記
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、
郵
便
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が
き
に
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の
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メ
ー
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名
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標
語
の
応
募
」
と
し
て
く
だ
さ
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０
４
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８
９
６
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東
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戸
デ
ー
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サ
ー
ビ
ス（
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標
語
募
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担
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宛
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場
合
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厚
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働
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作
品
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へ
通
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す
る
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厚
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労

　
働
省
ホ
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ペ
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な
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表
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ま
す
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３
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４
６
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／
福
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総
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電
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２
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０
４
９
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集

 

田園居住地域の主な届出対象行為（一部抜粋）
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湯沢公園および名勝懸腰山からの景色ほたるみ橋公園からの棚田

公共眺望ポイント

ニ
ジ
ュ
ウ
マ
ル

マ
ル

マ
ル
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

  南アルプス市サンクスデー
MY TOWN TOPICS 0404

5月7日 日5月7日 日

　ヴァンフォーレ甲府のホームゲームで、南アルプス市が
ホストを務めるホームタウンサンクスデーが山梨中銀スタジ
アムで開催されました。試合前には、南アルプスよさこい連
「響」がよさこい演舞を披露し会場を盛り上げました。
　また、試合開始時には、ＦＣアルピーノの選手がフェア
プレイフラッグを掲げ、市内の子どもたちがエスコート
キッズとして憧れの選手と手をつないで入場しました。
そして、櫛形中学校サッカー部の生徒がボールパーソンを
務め試合運営をサポートしました。

5月14日 日5月14日 日

芦安新緑・やまぶき祭
MY TOWN TOPICS 0606

　第7回芦安新緑・やまぶき祭が芦安小学校校庭で開催さ
れました。
　会場となった芦安小学校校庭では、地元夜叉神太鼓の演
奏、芦安小学校児童の踊りやフォークダンス部の披露、芦
安そばの会など各種団体の出展もあり、多くの親子連れや
家族でにぎわっていました。
　また、新緑に包まれた芦安地域の史跡をバスで巡る「や
まぶきツアー」には、大勢の方が参加し、地域で作り上げ
たあたたかい祭りとなりました。

甲州凧上げまつり
MY TOWN TOPICS 0101

4月29日 土4月29日 土

　第14回南アルプス市甲州凧上げまつりが、釜無川三郡橋上流の河川敷で
開催され、約1,500人の来場者でにぎわいました。
　甲西地区の保育所の子どもたちが作った連凧が次々と空に舞い上がると、
子どもたちの大きな声援が響き渡りました。また、コンテストには４部門に
80枚の凧がエントリーし、絵柄や凧上げを競いました。
　空高く舞い上がった様々な凧の競演に、訪れた人から歓声や拍手が沸き起
こっていました。

アヤメフェア
MY TOWN TOPICS 0303

5月6日 土5月6日 土 7日 日7日 日

　滝沢川公園でアヤメフェアが開催されました。会場では
各種団体による出店のほか、アヤメの種をつけた風船とば
し、長清太鼓やよさこい踊りなどの催しが２日間にわたっ
て行なわれ、家族連れなど大勢の来場者は滝沢川の両岸に
咲き誇った７万本のアヤメの花を眺めながら、祭りを楽し
んでいました。

地域おこし協力隊委嘱式
MY TOWN TOPICS 0202

5月1日 月5月1日 月

　芦安地区の地域おこし協力隊に、東京都の青山智彦さん、
富士吉田市の中島紫穂さん、横浜市の鈴木一江さんの３人
が委嘱されました。
　３人は芦安地区に移住し、それぞれの経験を生かして
伝統食「しょうゆの実」を使った新たな加工品づくりや、
登山客を対象とした集落内への新たな観光動線づくりなど、
芦安地区の活性化に向けた事業に取り組んでいきます。

山小屋食試食会
MY TOWN TOPICS 0505

5月10日 水5月10日 水

　市健康福祉センター調理実習室で南アルプス市指定管理
施設の山小屋食の試食会が行なわれました。
　これは、普段食する機会が少ない山岳施設でどのような
食事が提供されているのか、市長をはじめ多くの関係者に
確認してもらうことを目的に、５つの山小屋の調理担当者
が参加し開催されたものです。
　各山小屋から食事の内容や立地条件による食材の調達、
保管の難しさなどの説明を受けた後試食が行なわれ、参加
者からは山小屋でこれだけの食事が食べられるとは思わな
かったと驚きの声があがっていました。

    8 9 



　

　

MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

  南アルプス市サンクスデー
MY TOWN TOPICS 0404

5月7日 日5月7日 日

　ヴァンフォーレ甲府のホームゲームで、南アルプス市が
ホストを務めるホームタウンサンクスデーが山梨中銀スタジ
アムで開催されました。試合前には、南アルプスよさこい連
「響」がよさこい演舞を披露し会場を盛り上げました。
　また、試合開始時には、ＦＣアルピーノの選手がフェア
プレイフラッグを掲げ、市内の子どもたちがエスコート
キッズとして憧れの選手と手をつないで入場しました。
そして、櫛形中学校サッカー部の生徒がボールパーソンを
務め試合運営をサポートしました。

5月14日 日5月14日 日

芦安新緑・やまぶき祭
MY TOWN TOPICS 0606

　第7回芦安新緑・やまぶき祭が芦安小学校校庭で開催さ
れました。
　会場となった芦安小学校校庭では、地元夜叉神太鼓の演
奏、芦安小学校児童の踊りやフォークダンス部の披露、芦
安そばの会など各種団体の出展もあり、多くの親子連れや
家族でにぎわっていました。
　また、新緑に包まれた芦安地域の史跡をバスで巡る「や
まぶきツアー」には、大勢の方が参加し、地域で作り上げ
たあたたかい祭りとなりました。

甲州凧上げまつり
MY TOWN TOPICS 0101

4月29日 土4月29日 土

　第14回南アルプス市甲州凧上げまつりが、釜無川三郡橋上流の河川敷で
開催され、約1,500人の来場者でにぎわいました。
　甲西地区の保育所の子どもたちが作った連凧が次々と空に舞い上がると、
子どもたちの大きな声援が響き渡りました。また、コンテストには４部門に
80枚の凧がエントリーし、絵柄や凧上げを競いました。
　空高く舞い上がった様々な凧の競演に、訪れた人から歓声や拍手が沸き起
こっていました。

アヤメフェア
MY TOWN TOPICS 0303

5月6日 土5月6日 土 7日 日7日 日

　滝沢川公園でアヤメフェアが開催されました。会場では
各種団体による出店のほか、アヤメの種をつけた風船とば
し、長清太鼓やよさこい踊りなどの催しが２日間にわたっ
て行なわれ、家族連れなど大勢の来場者は滝沢川の両岸に
咲き誇った７万本のアヤメの花を眺めながら、祭りを楽し
んでいました。

地域おこし協力隊委嘱式
MY TOWN TOPICS 0202

5月1日 月5月1日 月

　芦安地区の地域おこし協力隊に、東京都の青山智彦さん、
富士吉田市の中島紫穂さん、横浜市の鈴木一江さんの３人
が委嘱されました。
　３人は芦安地区に移住し、それぞれの経験を生かして
伝統食「しょうゆの実」を使った新たな加工品づくりや、
登山客を対象とした集落内への新たな観光動線づくりなど、
芦安地区の活性化に向けた事業に取り組んでいきます。

山小屋食試食会
MY TOWN TOPICS 0505

5月10日 水5月10日 水

　市健康福祉センター調理実習室で南アルプス市指定管理
施設の山小屋食の試食会が行なわれました。
　これは、普段食する機会が少ない山岳施設でどのような
食事が提供されているのか、市長をはじめ多くの関係者に
確認してもらうことを目的に、５つの山小屋の調理担当者
が参加し開催されたものです。
　各山小屋から食事の内容や立地条件による食材の調達、
保管の難しさなどの説明を受けた後試食が行なわれ、参加
者からは山小屋でこれだけの食事が食べられるとは思わな
かったと驚きの声があがっていました。

    8 9 



『ひとりになったライオン』 
文・絵／夏目 義一　出版／福音館書店

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　半世紀以上にわたっ

て読み継がれてきた絵

本「せいめいのれきし」

の改訂版を監修した恐

竜博士が、絵本の中に

は盛り込めなかった知

識や、最新の研究成果

などを解説する。

　家族を離れて、ひとり

でくらすことになった若い

ライオン。シマウマの子ど

もを見つけ、つかまえよう

とするが… !? 親離れした

若いライオンが、失敗し

ながら成長していく姿をリ

アルに描いた絵本。
10:30～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／5・12・19・26・30日　臨時休館日／6～9日（白根蔵書点検）  13～16日（わかくさ蔵書点検）

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
臨時休館日／ 22～30日（蔵書点検）

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

●市立美術館
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　今月の休館日／5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）
入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 （20名以上団体料金２割引）
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

6月のイベントスケジュール

  6日（火）中

 3日（土）甲 10日（土）

13:30～

白 17日（土）八 24日（土）白

14:00～ 3・10・17日（土）中

  21日（水）わ

 8日（木）甲

 22日（木）甲

 13日（火）八  16日（金）白

10:00～中 14:00 ～八 ※定員各20名　要申込6月1日～

 27日（火）八  28日（水）わ

わ

●朗読会「いきやりどころ」

●シニア講座「はすの葉の小物置き」

中 17日（土）

お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000　

深読み！ 絵本『せいめいのれきし』  
著／真鍋 真　出版／岩波書店

白根桃源図書館　６月 ６日（火）～ ９日（金）
わかくさ図書館　６月 13日（火）～16日（金）
中 央 図 書 館 ６月 22日（木）～30日（金）
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇白根桃源図書館・わかくさ図書館・中央図書館
　蔵書点検による臨時休館のご案内

14日（水）

「
健
康
リ
ー
グ
」と
は

　
健
康
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
一
人
一
人
の
健
康
意
識
の
向
上
に
向
け
た

事
業
を
行
な
っ
て
い
く
組
織
体
制
の
こ
と
で
す
。

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
・
団
体
・
農
協
・

商
工
会
・
地
域
な
ど
が
事
業
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

●「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」 

　 

健
康
リ
ー
グ
の
一
環
と
し
て
行
政
が
実
施
す
る

事
業
で
す
。

　
市
の
健
診（
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）や
、

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
、
ま
た
生
涯
学
習
な
ど
の

運
動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
た
場
合
に
、
南
ア
ル

プ
ス
市
商
工
会
が
発
行
す
る
、「
ア
ル
ピ
ー
カ
ー
ド
」

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き
る「
ポ
イ
ン
ト
引
替
券
」を

発
行
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
順
次
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
リ
ー
グ
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
実
施
期
間 

　 

６
月
〜
２
月

●
実
施
団
体
の
募
集

　
事
業
を
実
施
す
る
団
体（
市
の
補
助
団
体
・
健

康
づ
く
り
が
目
的
の
団
体
以
外
）な
ど
は
、
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
に
関
す
る
新
提
案

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

健康リーグロゴマーク選考委員会における審査の結果、
応募総数１６１点から入選作品が決定しました。

「
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た

深
澤 

直
子
さ
ん

　
な
お
、
健
康
リ
ー
グ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
全
作
品
を
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
展
示
予
定
で
す
。

ラ
ヴ
ィ
賞

小
林 

遥
香
さ
ん   

飯
野 

桜
さ
ん

平
井 

泰
成
さ
ん   

遠
藤 

竣
さ
ん

金
山 
更
紗
さ
ん

入

　賞

滝
島 

真
さ
ん   

市
川 

知
都
里
さ
ん

清
水 

聡
太
さ
ん   

石
橋 

愛
梨
さ
ん

保
坂 

梨
乃
さ
ん   

日
原 

好
萌
さ
ん

特

　賞

特賞作品は、今後南アルプス
市健康リーグのロゴマークとし
て、各事業や協賛イベントにお
いて活用されます。

《ねずみ算（B）》《みかん》

　第２弾として、市川三郷町在住の象牙彫刻作家・宮澤宝泉
の作品展を開催しています。
　独学の中で育まれた自由奔放な発想力で、繊細で独創的
な作品を数多く制作している宮澤宝泉の超絶技巧の世界を
お楽しみください。

驚き！ 感動！ 超絶技巧！ 
「宮澤宝泉象牙彫刻の世界」展

　
マ
ー
ク
は
、
身
体
の
健
康
を
表
現
し
た
オ

レ
ン
ジ
色
の
力
こ
ぶ
と
、
南
ア
ル
プ
ス
の
豊
か

な
自
然
と
社
会
的
健
康
を
表
現
し
た
緑
色

で
で
き
て
い
る
。
オ
レ
ン
ジ
色
と
緑
色
の
部

分
を
合
わ
せ
た
ハ
ー
ト
の
か
た
ち
と
笑
顔
は
、

心
の
健
康
を
表
現
し
、
同
リ
ー
グ
の
テ
ー
マ

『
幸
せ
実
感
』を
表
現
し
て
い
る
。

●
作
品
の
説
明

　第１弾として、今年で没後10年の
節目にあたる当市上今諏訪出身の画
家・原壽美の作品展を開催していま
す。「自然を最高の師」と仰いだ原壽
美が描く、ふるさと山梨の風景や、移
りゆく四季折々の自然美を描いた作
品の数 を々お楽しみください。

「没後10年 原 壽美
－ 移りゆく季節を描く －」

《ゆきあいの空》

郷土シリーズ〈南アルプスと富士川流域の作家たち〉　6月1日（木）～7月25日（火）
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『ひとりになったライオン』 
文・絵／夏目 義一　出版／福音館書店

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　半世紀以上にわたっ

て読み継がれてきた絵

本「せいめいのれきし」

の改訂版を監修した恐

竜博士が、絵本の中に

は盛り込めなかった知

識や、最新の研究成果

などを解説する。

　家族を離れて、ひとり

でくらすことになった若い

ライオン。シマウマの子ど

もを見つけ、つかまえよう

とするが… !? 親離れした

若いライオンが、失敗し

ながら成長していく姿をリ

アルに描いた絵本。
10:30～

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／5・12・19・26・30日　臨時休館日／6～9日（白根蔵書点検）  13～16日（わかくさ蔵書点検）

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
臨時休館日／ 22～30日（蔵書点検）

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

●市立美術館
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　今月の休館日／5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）
入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 （20名以上団体料金２割引）
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

6月のイベントスケジュール

  6日（火）中

 3日（土）甲 10日（土）

13:30～

白 17日（土）八 24日（土）白

14:00～ 3・10・17日（土）中

  21日（水）わ

 8日（木）甲

 22日（木）甲

 13日（火）八  16日（金）白
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お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000　

深読み！ 絵本『せいめいのれきし』  
著／真鍋 真　出版／岩波書店

白根桃源図書館　６月 ６日（火）～ ９日（金）
わかくさ図書館　６月 13日（火）～16日（金）
中 央 図 書 館 ６月 22日（木）～30日（金）
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◇白根桃源図書館・わかくさ図書館・中央図書館
　蔵書点検による臨時休館のご案内
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健
康
リ
ー
グ
」と
は

　
健
康
か
ら
ま
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づ
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推
進
す
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た
め
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市
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一
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一
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健
康
意
識
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向
上
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向
け
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事
業
を
行
な
っ
て
い
く
組
織
体
制
の
こ
と
で
す
。

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
・
団
体
・
農
協
・

商
工
会
・
地
域
な
ど
が
事
業
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

●「
健
康
ポ
イ
ン
ト
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業
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健
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環
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行
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実
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す
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事
業
で
す
。
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健
診（
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）や
、

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
、
ま
た
生
涯
学
習
な
ど
の

運
動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
た
場
合
に
、
南
ア
ル

プ
ス
市
商
工
会
が
発
行
す
る
、「
ア
ル
ピ
ー
カ
ー
ド
」

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き
る「
ポ
イ
ン
ト
引
替
券
」を

発
行
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
順
次
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
リ
ー
グ
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
実
施
期
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６
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〜
２
月
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実
施
団
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の
募
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体
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健
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づ
く
り
が
目
的
の
団
体
以
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ど
は
、
補
助
の

対
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と
な
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ま
す
の
で
、
健
康
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関
す
る
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提
案

も
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待
ち
し
て
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ま
す
。
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「
幸
せ
実
感
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南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た

深
澤 

直
子
さ
ん

　
な
お
、
健
康
リ
ー
グ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
全
作
品
を
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
展
示
予
定
で
す
。

ラ
ヴ
ィ
賞

小
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遥
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飯
野 

桜
さ
ん

平
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泰
成
さ
ん   

遠
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竣
さ
ん
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更
紗
さ
ん
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梨
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萌
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お楽しみください。
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は
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レ
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の
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る
。
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を
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の
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を
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の
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節目にあたる当市上今諏訪出身の画
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す。「自然を最高の師」と仰いだ原壽
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News!
現
在
、
安
藤
家
住
宅
で
市
内
在
住
の
日
本
画
家
、

村
山
明
峰
さ
ん
の
屏
風
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
細
い
雨
が
し
と
し
と
降
り
続
く
梅
雨
に
も
う
す
ぐ
入
り

ま
す
。
外
仕
事
や
外
出
時
に
は
雨
を
わ
ず
ら
わ
し
く
感
じ

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、昔
か
ら
雨
は
生
き
と
し
生
け
る
も

の
に
と
っ
て
恵
み
そ
の
も
の
で
す
。
と
く
に「
月
夜
で
も
焼

け
る
」と
い
わ
れ
た
極
度
の
乾
燥
地
域
で
あ
る
市
内
で
は
、

大
地
を
潤
す
水
を
求
め
て
、古
く
か
ら
雨
乞
い
の
祈
り
が

さ
さ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
場
所
は
さ
ま
ざ
ま
で
、そ
の
方
法
も
多
様
で
す
。

人
は
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
あ
の
手
こ
の
手
で
雨
を
降
ら
せ

よ
う
と
し
た
の
で
す
。
各
集
落
で
は
、雨
が
降
ら
な
い
日

が
続
く
と
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
で
雨
乞
い
を
行
な
い
ま
し

た
。
在
家
塚
で
は
、明
治
時
代
に
夜
の
金
比
羅
神
社
で
裸

に
な
っ
て
踊
っ
た
と
の
証
言
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
野
牛
島

で
は
能
蔵
池
で
、加
賀
美
で
は
法
善
寺
境
内
の
島
池
で
な

ど
、水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
す
場
所
に
集
っ
て
の
雨
乞
い

も
あ
り
ま
し
た
。

　
原
七
郷
の
村
々
で
ご
利
益
が
あ
る
と
有
名
だ
っ
た
の
が
、

榎
原
の
長
谷
寺
で
す
。
明
治
時
代
の
西
野
村
で
は
日
照
り

が
続
く
と
、藁
で
作
っ
た
11ｍ
も
あ
る
竜
を
持
ち
、太
鼓
と

鐘
を
叩
き
、ほ
う
き
で
ほ
こ
り
を
ま
き
あ
げ
な
が
ら「
ほ
う

れ
っ
、ふ
っ
て
ご
ざ
っ
た
、天
つ
く
ば
っ
た
」と
唱
え
、列
を
な
し

て
長
谷
寺
ま
で
練
り
歩
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
、山
に
分
け
入
り
、水

の
湧
き
出
る
場
所
を
雨
乞
い
の
舞
台
と
し
ま
し
た
。
芦
安

の
白
根
御
池
大
龍
権
現（
※
1
）や
大
嵐
の
大
笹
池
、上
宮

地
の
お
水
神
さ
ん
、櫛
形
山
中
の
儀
丹
の
滝
な
ど
が
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
原
方
の
村
々
に
対
し
、山
裾
一
帯
の
根
方
の

村
々
で
は
、は
じ
め
か
ら
山
中
の
水
源
地
を
雨
乞
い
の
場
と

し
て
い
ま
し
た
。

　
曲
輪
田
の
大
慈
院
に
は
、「
西
郡
二
十
八
ヶ
村
の
雨
乞
い

不
動
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
不
動
明
王
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
動
明
王
は
曲
輪
田
の
と
あ
る
家
の
井
戸
か
ら

現
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、江
戸
時
代
に
は
毎
年
８
月
に
市
川

の
代
官
も
参
列
す
る
盛
大
な
祭
り
が
催
さ
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
山
下
汎
樹
方
丈
に
よ
れ
ば
、こ
の
お
不
動
さ
ん
を

背
負
って
、曲
輪
田
か
ら
約
１
時
間
か
か
る
山
へ
と
登
り
、水

が
湧
き
出
る
近
く
で
お
不
動
さ
ん
を
安
置
し
て
お
神
酒
や

供
物
を
捧
げ
、さ
ら
に
生
木
を
燃
や
し
て
た
く
さ
ん
の
煙
を

出
し
た
そ
う
で
す
。こ
の
煙
が
や
が
て
雨
雲
と
な
り
、地
上

に
雨
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、祈
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
雨
乞
い
は
昭
和
30
年
代
で
途
絶
え
ま
し
た
が
、近
年

ま
で
毎
年
参
拝
を
続
け
て
き
た
曲
輪
田
の
小
林
勇
太
郎

さ
ん
に
、「
お
不
動
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
そ
の
場
所
ま
で
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
斜
面
を
登
る
と
鬱
蒼
と
茂
る

木
々
の
間
に
巨
岩
が
現
れ
、そ
の
た
も
と
に
石
の
祠
が
ひ
と

つ
、落
ち
葉
で
埋
も
れ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
祠
の
正
面
に
は

不
動
尊
と
彫
ら
れ
た
文
字
が
あ
る
の
み
。
す
ぐ
隣
に
は
塩

沢
川
が
流
れ
、絶
え
間
な
い
水
音
が
山
に
響
い
て
い
ま
す
。

こ
の
少
し
上
流
に
は
鉱
泉
が
湧
く
水
源
も
あ
る
そ
う
で

す
。
人
々
が
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
空
間
は
、神
秘
的
な
空
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は「
80
代
半
ば
と
な
り

足
腰
が
弱
く
な
っ
て
自
分
が
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
場
所
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
も
雨
乞
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
上
宮
地
だ
け
と

な
り
ま
し
た
。
人
々
が
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
切
実
な
願
い
を

託
し
た
こ
と
を
、そ
の
場
所
を
、や
り
方
を
記
憶
に
と
ど
め

伝
え
ゆ
く
の
は
、ま
さ
に「
今
」な
の
で
し
ょ
う
。

 
 

　
文
／
写
真
／
イ
ラ
ス
ト
　
文
化
財
課

※1 白根御池大龍権現は北岳山麓の白根御池に祀られ、その場所で雨乞いが行なわれていた。
　   現在の石造物は、大正 11 年に参拝者の利便性を考え、集落に近い大石の地に移されたものである。

芦安：白根御池
大龍権現

野牛島：能蔵池

大嵐：大笹池

榎原：長谷寺とおびんずるさん
長谷寺のおびんずるさんは雨乞い
の際に縄で縛られ引きずり回され
た。仏様が泣く涙が雨になると信
じられていた。

吉田：諏訪神社

加賀美：法善寺島池の竜神水
曲輪田：山中の雨乞い場所
お不動さん 大慈院雨乞い不動

大慈院：山下汎樹さん

曲輪田：小林勇太郎さん

曲輪田大慈院

雨を乞う　雨を乞う　
～水を求め続けた人々の祈り～～水を求め続けた人々の祈り～

119
柳
川

鼓
笛
隊
テ
ン
ポ
乗
る
顔
春
の
笑
み 

中
丸 

松
美
（
小
笠
原
）

　

勉
強
も
ま
な
ぶ
時
期
あ
り
宝
物 

塩
沢 

智
江
（
小
笠
原
）

　

園
芸
に
生
き
る
喜
び
輝
い
て 

桜
林 

亀
久
子
（
小
笠
原
）

　

失
敗
作
ち
ょ
つ
と
手
直
し
自
信
作 

加
藤 

星
子
（
小
笠
原
）

　

人
と
し
て
生
き
て
楽
し
む
川
柳
を 

土
屋 

と
も
江
（
小
笠
原
）

　

瓜
き
ざ
む
母
の
姿
を
懐
か
し
む 

桜
本 

テ
ツ
子
（
小
笠
原
）

　

美
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News!
現
在
、
安
藤
家
住
宅
で
市
内
在
住
の
日
本
画
家
、

村
山
明
峰
さ
ん
の
屏
風
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
細
い
雨
が
し
と
し
と
降
り
続
く
梅
雨
に
も
う
す
ぐ
入
り

ま
す
。
外
仕
事
や
外
出
時
に
は
雨
を
わ
ず
ら
わ
し
く
感
じ

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、昔
か
ら
雨
は
生
き
と
し
生
け
る
も

の
に
と
っ
て
恵
み
そ
の
も
の
で
す
。
と
く
に「
月
夜
で
も
焼

け
る
」と
い
わ
れ
た
極
度
の
乾
燥
地
域
で
あ
る
市
内
で
は
、

大
地
を
潤
す
水
を
求
め
て
、古
く
か
ら
雨
乞
い
の
祈
り
が

さ
さ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
場
所
は
さ
ま
ざ
ま
で
、そ
の
方
法
も
多
様
で
す
。

人
は
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
あ
の
手
こ
の
手
で
雨
を
降
ら
せ

よ
う
と
し
た
の
で
す
。
各
集
落
で
は
、雨
が
降
ら
な
い
日

が
続
く
と
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
で
雨
乞
い
を
行
な
い
ま
し

た
。
在
家
塚
で
は
、明
治
時
代
に
夜
の
金
比
羅
神
社
で
裸

に
な
っ
て
踊
っ
た
と
の
証
言
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
野
牛
島

で
は
能
蔵
池
で
、加
賀
美
で
は
法
善
寺
境
内
の
島
池
で
な

ど
、水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
す
場
所
に
集
っ
て
の
雨
乞
い

も
あ
り
ま
し
た
。

　
原
七
郷
の
村
々
で
ご
利
益
が
あ
る
と
有
名
だ
っ
た
の
が
、

榎
原
の
長
谷
寺
で
す
。
明
治
時
代
の
西
野
村
で
は
日
照
り

が
続
く
と
、藁
で
作
っ
た
11ｍ
も
あ
る
竜
を
持
ち
、太
鼓
と

鐘
を
叩
き
、ほ
う
き
で
ほ
こ
り
を
ま
き
あ
げ
な
が
ら「
ほ
う

れ
っ
、ふ
っ
て
ご
ざ
っ
た
、天
つ
く
ば
っ
た
」と
唱
え
、列
を
な
し

て
長
谷
寺
ま
で
練
り
歩
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
い
場
合
は
、山
に
分
け
入
り
、水

の
湧
き
出
る
場
所
を
雨
乞
い
の
舞
台
と
し
ま
し
た
。
芦
安

の
白
根
御
池
大
龍
権
現（
※
1
）や
大
嵐
の
大
笹
池
、上
宮

地
の
お
水
神
さ
ん
、櫛
形
山
中
の
儀
丹
の
滝
な
ど
が
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
原
方
の
村
々
に
対
し
、山
裾
一
帯
の
根
方
の

村
々
で
は
、は
じ
め
か
ら
山
中
の
水
源
地
を
雨
乞
い
の
場
と

し
て
い
ま
し
た
。

　
曲
輪
田
の
大
慈
院
に
は
、「
西
郡
二
十
八
ヶ
村
の
雨
乞
い

不
動
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
不
動
明
王
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
動
明
王
は
曲
輪
田
の
と
あ
る
家
の
井
戸
か
ら

現
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、江
戸
時
代
に
は
毎
年
８
月
に
市
川

の
代
官
も
参
列
す
る
盛
大
な
祭
り
が
催
さ
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
山
下
汎
樹
方
丈
に
よ
れ
ば
、こ
の
お
不
動
さ
ん
を

背
負
って
、曲
輪
田
か
ら
約
１
時
間
か
か
る
山
へ
と
登
り
、水

が
湧
き
出
る
近
く
で
お
不
動
さ
ん
を
安
置
し
て
お
神
酒
や

供
物
を
捧
げ
、さ
ら
に
生
木
を
燃
や
し
て
た
く
さ
ん
の
煙
を

出
し
た
そ
う
で
す
。こ
の
煙
が
や
が
て
雨
雲
と
な
り
、地
上

に
雨
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、祈
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
雨
乞
い
は
昭
和
30
年
代
で
途
絶
え
ま
し
た
が
、近
年

ま
で
毎
年
参
拝
を
続
け
て
き
た
曲
輪
田
の
小
林
勇
太
郎

さ
ん
に
、「
お
不
動
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
そ
の
場
所
ま
で
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
斜
面
を
登
る
と
鬱
蒼
と
茂
る

木
々
の
間
に
巨
岩
が
現
れ
、そ
の
た
も
と
に
石
の
祠
が
ひ
と

つ
、落
ち
葉
で
埋
も
れ
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
祠
の
正
面
に
は

不
動
尊
と
彫
ら
れ
た
文
字
が
あ
る
の
み
。
す
ぐ
隣
に
は
塩

沢
川
が
流
れ
、絶
え
間
な
い
水
音
が
山
に
響
い
て
い
ま
す
。

こ
の
少
し
上
流
に
は
鉱
泉
が
湧
く
水
源
も
あ
る
そ
う
で

す
。
人
々
が
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
空
間
は
、神
秘
的
な
空
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は「
80
代
半
ば
と
な
り

足
腰
が
弱
く
な
っ
て
自
分
が
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
場
所
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
」と
話
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
も
雨
乞
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
上
宮
地
だ
け
と

な
り
ま
し
た
。
人
々
が
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
切
実
な
願
い
を

託
し
た
こ
と
を
、そ
の
場
所
を
、や
り
方
を
記
憶
に
と
ど
め

伝
え
ゆ
く
の
は
、ま
さ
に「
今
」な
の
で
し
ょ
う
。

 
 

　
文
／
写
真
／
イ
ラ
ス
ト
　
文
化
財
課

※1 白根御池大龍権現は北岳山麓の白根御池に祀られ、その場所で雨乞いが行なわれていた。
　   現在の石造物は、大正 11 年に参拝者の利便性を考え、集落に近い大石の地に移されたものである。

芦安：白根御池
大龍権現

野牛島：能蔵池

大嵐：大笹池

榎原：長谷寺とおびんずるさん
長谷寺のおびんずるさんは雨乞い
の際に縄で縛られ引きずり回され
た。仏様が泣く涙が雨になると信
じられていた。

吉田：諏訪神社

加賀美：法善寺島池の竜神水
曲輪田：山中の雨乞い場所
お不動さん 大慈院雨乞い不動

大慈院：山下汎樹さん

曲輪田：小林勇太郎さん

曲輪田大慈院

雨を乞う　雨を乞う　
～水を求め続けた人々の祈り～～水を求め続けた人々の祈り～
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総人口： 72,051人（+33）
--------------------------
男　性： 35,600人（+10）
女　性： 36,451人（+23）
世　帯： 27,417世帯（+82）
外国籍人口： 921人（+11）

南アルプス広
報 No.171   平成29年6月1日発行

平成29年 5月1日現在（対前月比）

南アルプス市役 所： 〒400 -0395 山梨 県南アルプス市小笠 原376

TEL .  055 -282-1111（代表 ） FA X .055 -282-1112（代表 ）

ht tp : //w w w.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役 所 秘書 課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

開催日　　6月24日（土）
出発場所　南アルプス市役所西別館前駐車場
　　　　 （南アルプス市小笠原376）
時　間　　8：30～15：45
会　場　　広河原
内　容　　つる払いセレモニー、献花、夜叉神太鼓演奏、
           　森林散策ツアー、ツリークライミング等
　　　　　※森林散策ツアー（定員11名）とツリークラ
 　　 イミング（定員12名）はどちらかを選択
参加費　　無料
定　員　　23名（先着順）
申込方法　電話申し込みのみ受付けます。
受付開始　6月5日（月）8：30～

申込・お問合せ／観光商工課　℡２８２-６２９４

南
ア
ル
プ
ス
開
山
祭

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

五
月
晴
れ
の
日
。

新
緑
が
萌
え
る
季
節
、
櫛
形
山
が
笑
っ
て
い
ま
す
。

「
山
笑
う
」
と
い
う
の
は
俳
句
で
は
春
の
季
語
だ
そ
う
で
す
。

お
田
植
え
の
頃
の
櫛
形
山
は
青
い
空
に
向
か
っ
て

新
し
い
緑
が
ぐ
ん
ぐ
ん
登
り
つ
め
て
い
ま
す
。

定
規
の
よ
う
な
も
の
さ
し
で
自
然
を
は
か
る
こ
と
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が

人
の
感
覚
っ
て
い
う
の
は
、
な
が
い
間
養
わ
れ
て
き
た
昔
の
人
た
ち
か
ら
の

伝
言
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

明
日
は
晴
れ
そ
う
、
朝
は
冷
え
込
み
そ
う
だ
と
か
、
雲
を
見
て
雨
が
降
り
そ
う
だ
と
か
。

す
べ
て
が
そ
う
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど

そ
ん
な
身
の
ま
わ
り
の
自
然
を
感
じ
て
季
節
を
物
語
る
こ
と
は

こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
櫛
形
山
っ
て
遠
く
か
ら
見
る
と

「
ウ
ル
ル
（
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）」
に
似
て
い
る
と
言
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
言
い
す
ぎ
か
な
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

山
笑
う
季
節

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

里

月
今

の
テ

マ

 

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

父・大輔　母・祐子 （上今諏訪）

健やかに元気に育って欲しいとの
願いから命名しました。
笑顔が可愛いくてとても癒やされます。
早く歩くと良いなあ～♥

功刀 健太郎くん（11ヵ月） 
けんたろう

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

今月の表紙：皇寿（すもも）

いくめん

はるき君の笑顔はみんなの心を癒します。
健やかに育ってね。

清水 司さん（祖父）、

平野 陽基くん（7ヵ月）
はるき

つかさ

（上高砂）

※申し込みをされない方も自由に見学はできま
　すが、広河原に通じる南アルプス林道は、
　マイカー規制のため一般車両の通行はできま
　せん。芦安芦倉地区の無料駐車場を利用し、
　路線バスまたはタクシーでお越しください。
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父・大輔　母・祐子 （上今諏訪）

健やかに元気に育って欲しいとの
願いから命名しました。
笑顔が可愛いくてとても癒やされます。
早く歩くと良いなあ～♥

功刀 健太郎くん（11ヵ月） 
けんたろう

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

今月の表紙：皇寿（すもも）

いくめん

はるき君の笑顔はみんなの心を癒します。
健やかに育ってね。

清水 司さん（祖父）、

平野 陽基くん（7ヵ月）
はるき

つかさ

（上高砂）

※申し込みをされない方も自由に見学はできま
　すが、広河原に通じる南アルプス林道は、
　マイカー規制のため一般車両の通行はできま
　せん。芦安芦倉地区の無料駐車場を利用し、
　路線バスまたはタクシーでお越しください。

15 14



http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “ 南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援し て ね ♥

はちみつグラノーラ
●材料（2人分）
　はちみつ………………… 60g
　オイル（お好みのもの）… 40g
　オートミール…………… 100g
●作り方
　①はちみつとオイルを鍋で軽く沸騰させる。
　②オートミールとナッツを加えてからめる。
　③クッキングペーパーを敷いた天板にうすく伸ばして160℃に予熱した
　　オーブンで30分焼き、そのまま冷ます。（途中で２回ほど混ぜる）
　④ドライフルーツを混ぜる。

商品やサービスの取引や訪問販売などでのトラブルやお悩
みの相談窓口。専門の消費生活相談員が解決のお手伝いを
するよ！

南アルプス市役所（みんなでまちづくり推進課内）
9：00～12：00、13：00～16：00 ／ 土 日 祝 休 ／
TEL055-282-7323

　生まれは東京の下町です。高校の
ときから山岳部で、当時から山登り
が大好きでした。 北岳山荘でアルバ
イトを始めた先輩にくっついて山
荘に居候をしているうちに、自分も
アルバイトに。 そして、その先輩と
結婚（笑） 二人で山小屋従業員とし
て働くなかで、芦安に移住すること
に決めました。

山の魅力は数知れず！
　山 が と に か く 大 好 き！山 に 登 り
始めは人並みに「なんでこんな辛い
思 い を し て …」と 思 っ て い ま し た
が、苦しい過程を乗り越えて、頂上
でしか見られない花、景色、人間関
係を知って病みつきになりました。
山の苦楽を共にすることで、普通に
学校行ったり仕事をしてるだけで
は見られない人の本性が見えてき
て、すぐに深い付き合いになる感じ
がするのも山の魅力です。苦しい思
いをしてたどり着いた山荘で、いろ

　

んな人と生活した思い出が、私の財

産になっています。
　
家族みんなで、芦安で…
　山登りをやめたきっかけも子ど
もでしたが（笑） 子どもがいてくれ
たおかげで、芦安でいろんな経験も
させてもらえました。登山復帰も、
芦安中学校の全校登山へ行く次男
に、こっそりついていったのがきっ
かけですしね！ 去年からは東京の
父母を呼び寄せて、ご近所生活を楽
しんでいます。 猿除けの柵なんて考
えたこともなかった父母が、芦安で
どんな老後を送っていくのか、手を
差し伸べながら一緒に味わってい
きたいと思っています。

松本 祐里子さん移住者
interview

消費生活センター

◆居住履歴
東 京 生 ま れ → 北 岳 山 荘 勤 務 →   
＼南アルプス市／ 
子育てもそろそろ一段落し、山ガー
ルに復帰の予感！

料理監修 : Chizuru Aoki

クレープ
シルフ

山が繋げてくれた縁♡

南アルプス縦走
まであと少し♡

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

　ナッツ…………… 50g
　ドライフルーツ… 50g

No.51

LOCO MAGA

MINAMI
ALPS

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを
女子目線でいっぱいつめこみます。

  June 2017



●
粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み・有

料
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。可
燃
部
分
と
不
燃
部

分
に
分
別
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

実
施
日　
６
月
４
日(

日) 　

場　
所　
芦
安
会
場(

ヘ
リ
ポ
ー
ト)

注
意
事
項

※

市
指
定
袋（
コ
ン
テ
ナ
）に
入
る
も
の
は
、通
常

　
の
可
燃
ご
み・不
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※

ご
み
の
荷
降
ろ
し
は
、搬
入
者
各
自
で
行
な
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

※

収
集
時
間
等
、詳
し
く
は「
家
庭
ご
み
収
集
カ

　
レ
ン
ダ
ー
」15
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
環
境
課

電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

平成29年 6月号

　
表
彰
・
優
勝
（
敬
称
略
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

瑞
宝
双
光
章

【
春
の
叙
勲
受
章
者
】

石
田
　
敏
枝
（
古
市
場
）

　
１
９
６
２
年
に
小
学
校
教
諭
と
な
り
、高
根
東
小

や
南
湖
小
校
長
を
歴
任
、長
年
の
教
育
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

望
月
　
澄
子
（
野
牛
島
）

　
１
９
９
４
年
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
櫛
形

荘
に
勤
務
し
、主
任
介
護
員
を
務
め
る
な
ど
、長
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
】

消
防
　
塚
原
　
雅
樹
（
下
今
諏
訪
）

　
１
９
７
５
年
に
峡
西
消
防
本
部
に
採
用
さ
れ
、火

災
や
土
砂
災
害
な
ど
の
救
助
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

警
察
　
笹
本
　
祐
司
（
六
科
）

　
１
９
７
３
年
に
山
梨
県
警
に
入
り
、長
年
に
わ
た

り
刑
事
や
交
通
、地
域
部
門
で
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
保
全
活
動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次
の
団

体
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巨
摩
野
農
業
協
同
組
合　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

　
高
齢
者
家
庭
の
安
全
対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
、次
の
団
体
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
電
気
設
備
安
全
協
議
会

住
宅
用
火
災
警
報
器　
１
０
０
個

●
献
血
に
ご
協
力
を

　
患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

４
０
０
ml
献
血
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
日　
６
月
９
日（
金
）　

時　
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
側
国
道
沿
い

　
駐
車
場

お
知
ら
せ

●
建
物
の
取
壊
し
、
新
築
・
増
改
築
を

　
し
た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　
建
物
の
固
定
資
産
税
は
、取
壊
し
や
新
築・増

改
築・利
用
状
況
変
更
を
行
な
う
と
翌
年
度
か

ら
変
更
さ
れ
ま
す
。年
内（
12
月
31
日
ま
で
）に
実

施
さ
れ
た
方
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
左
の
ハ
ガ
キ（
新
築･

増
改

築･

滅
失
等
家
屋
申
告
書
）を
切
り
取
り
、必
要

事
項
を
記
入
の
上
、投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
切
手

不
要
）

　
な
お
、既
に
申
告
を
し
て
い
る
場
合
や
税
務
課
職

員
が
家
屋
調
査
に
伺
って
い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

お
問
合
せ
／
税
務
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
３

17

4

30 １
31

南アルプス局

該当する場合は、表面に住所・連絡先・氏名を必ず記入し、裏面に
必要事項を記入のうえ、このはがきをご投函ください。

住所・連絡先欄 ※必ず記入してください

連 絡 先

氏     名

フリガナ

住     所

（　　　　　）

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   
 

善  

意

表
彰・
勝
優



●
平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

　
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
を
６
月
１
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ

か
、大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、統
計
調

査
員
が
お
伺
い
す
る
か
、国
か
ら
調
査
票
が
直

接
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

対　
象　
製
造
業
を
営
む
全
事
業
所

内　
容　
事
業
所
数
、従
業
者
数
、製
造
品
出
荷

　
額
な
ど

お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課電

話（
２
８
２
）６
０
７
３

　
●
人
間
ド
ッ
ク
受
診
票
・
乳
が
ん
検
診

　
受
診
票
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
に
お
送
り
し
た「
健
診
申
込
書
」等
で
お

申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、順
次
受
診
票
を
送
付

し
ま
す
。ご
確
認
の
上
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

発
送
日（
予
定
）

　
６
月
２
日・・・人
間
ド
ッ
ク

　
６
月
22
日・・・乳
が
ん
検
診

※

右
記
か
ら
１
週
間
程
度
過
ぎ
て
も
受
診
票
が

　
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(

総
合
健

　
診・子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
票
発
送
は
７
月
以

　
降
に
な
り
ま
す)

※

健
診
受
診
を
ご
希
望
の
方
で
ま
だ
お
申
込
み

　
が
お
済
み
で
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

●
６
月
の
健
康
相
談
・

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
７
日
、14
日
、21
日
、28
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま
た

　
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　
助
産
師
に
よ
る
母
乳
の
お
話・骨
盤
ケ
ア・妊

婦
体
操
を
行
な
い
ま
す
。妊
娠
中
か
ら
産
後
の
心

と
身
体
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

プ
レ
マ
マ
教
室

開
催
日　
６
月
13
日（
火
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分
）

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

※

体
操
を
行
な
い
ま
す
の
で
動
き
や
す
い
服
装

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

上
の
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
に
な
る
場
合
は
、ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

　
追
加
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、は
か
り
の
定
期
検
査

を
２
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。４
月
〜
５
月

に
か
け
て
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、受
検
さ
れ

な
か
っ
た
方
を
対
象
に
追
加
検
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。検
査
を
受
け
な
い
は
か
り
を
商
取
引
や

証
明
に
使
用
す
る
と
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。観
光
農
園
や
商
店
、事
務
所
な
ど

は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
６
月
30
日(

金)

時　
間　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場　
所　
Ｊ
Ａ
こ
ま
野
百
田
支
所
経
済
店
舗

持
ち
物　
は
か
り
、付
属
の
全
て
の
お
も
り
、印

　
鑑
、検
査
手
数
料（
現
金
）、定
期
検
査
通
知
書

　
（
は
が
き
）

お
問
合
せ
／

県
計
量
検
定
所　
　
電
話(

２
６
１)

９
１
３
０

観
光
商
工
課　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

　年内に建物の新築・増改築・利用状況変更をした場合、または予定
がある場合は下の欄に記入してください。

　年内に建物の取り壊し（滅失）をした場合、または予定がある場合
は下の欄に記入してください。

※

住
宅・ア
パ
ー
ト
等
の
住
宅
用
の
敷
地
に
は
、軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。新
築
や
取
壊
し
、ま
た
店
舗

　
を
住
宅
に
改
築
す
る
等
に
よ
っ
て
土
地
の
固
定
資
産
税
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金
の

　
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

　
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
年
度
更
新
手

続
は
、６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
の
間
に
行
な
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。法
定
申
告・納
付
期
限

内
に
申
告・納
付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
送
付
は
５
月
末
、申
告

書
受
理
会
は
６
月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

電
話（
２
２
５
）２
８
５
２

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

平成29年 新築・増改築・滅失等家屋申告書
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募　
　

集

●「
食
生
活
改
善
推
進
員
」会
員
募
集

　
食
を
通
し
て
、健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
会
は「
食
」に
関
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。会
員

と
し
て
活
動
す
る
に
は
、規
程
の
講
習
会
を
受
講

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
会
員
の
養
成
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　
間

　
平
成
29
年
７
月
〜
平
成
30
年
１
月
の
平
日
昼

　
間（
６
日
間
の
予
定
）

●
市
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を

　
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、創
業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、市

内
で
新
規
に
創
業
す
る
方
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
す
。事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出

や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
、名
刺・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
販
路
開
拓
の
方
法
な
ど
創
業
に
関
す

る
様
々
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

開
催
日　
７
月
22
日（
土
）、29
日（
土
）

　
　
　
　
８
月
５
日（
土
）、19
日（
土
）、26
日（
土
）

　
　
　
　
９
月
２
日（
土
）　
全
６
日
間

時　
間　
10
時
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

①
市
内
在
住
で
市
内
に
新
規
創
業
を
希
望
し
て

　
い
る
方

②
市
内
で
創
業
後
５
年
未
満
の
方

③
市
内
在
住
の
求
職
者
ま
た
は
転
職
希
望
者

定　
員　
20
名（
先
着
順
）

※

定
員
に
な
り
次
第
、締
切
り
と
な
り
ま
す
。

※

本
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
は
、認
定
創
業
者
と
し

　
て
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、市
雇
用
創
出
奨
励
金
の
支

　
給
対
象
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
や
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
し
い
内
容

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課電

話（
２
８
２
）６
２
９
４

●「
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バ
ル
」ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

　
活
動
拠
点
が
市
内
の
団
体・個
人
、ま
た
は
代

表
者
が
市
内
在
住・在
勤・在
学
で
あ
る
団
体
を

対
象
に
、サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す
。

出
演
日　
７
月
29
日（
土
）

時　
間　
16
時
〜
17
時

場　
所　
櫛
形
総
合
公
園

定　
員　
３
組

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
な
い
ま
す
。

内　
容　
１
組
の
出
演
時
間
は
15
分
以
内
。　

　
ダ
ン
ス・歌・劇
等
、内
容
自
由
。火
気
や
刃
物

　
の
使
用
、公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、危
険
と

　
思
わ
れ
る
も
の
は
不
可
。

申　
込　
【
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バ
ル　
市
民
ス
テ
ー
ジ
申
込
書
】を
観
光

　
商
工
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。募
集
要

　
項・申
込
書
は
観
光
商
工
課
お
よ
び
各
支
所
の

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
６
月
５
日
か
ら

　
配
付
し
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

●
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
「
設
置
調
査・指
導
」実
施
の
お
知
ら
せ

　

消
防
本
部
で
は
、平
成
29
年
６
月
か
ら
平
成

30
年
３
月
ま
で
、
一
部
の
地
区
に
つ
い
て
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
調
査
お
よ
び
指
導
を
行

な
い
ま
す
。対
象
は
、前
回
の
調
査
で「
未
設
置
」

だ
っ
た
住
宅
で
す
。

　
調
査
方
法
は
、職
員
に
よ
る
電
話
確
認
、ま
た

は
訪
問
調
査
で
す
。

※

消
防
職
員
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
は

　
い
た
し
ま
せ
ん
。訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

お
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
日　
６
月
24
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
14
時

場　
所　
県
立
盲
学
校

内　
容　
盲
学
校
の
概
要
説
明
お
よ
び
校
内
・

　
授
業
見
学

対　
象　

・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
、成
人

　
お
よ
び
保
護
者

・
教
育・福
祉
関
係
お
よ
び
視
覚
障
が
い
教
育
に

　
関
心
の
あ
る
方

・
本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
と
そ
の

　
家
族
お
よ
び
関
係
者
等

申　
込　
９
時
〜
17
時（
月
〜
金
）、

　
　
　
　
担
当
：
河
西
、保
坂
ま
で

締　
切　
６
月
21
日（
水
）12
時

申
込・お
問
合
せ
／
県
立
盲
学
校

電
話（
２
２
６
）３
３
６
１

　
現
況
届
は
６
月
初
旬
に
受
給
者（
５
月
に
申
請

を
し
た
方
は
除
く
）へ
送
付
し
ま
す
の
で
、６
月

30
日（
金
）ま
で
に
、子
育
て
支
援
課
ま
た
は
、各

支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

届
出
が
な
い
場
合
は
、児
童
手
当
の
支
給
が

　
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●「
児
童
手
当
の
支
払
い
日
」は

　
６
月
９
日（
金
）で
す

　
支
払
い
日
ま
で
に
支
払
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
の
で
、内
容
を
確
認
し
、通
帳
の
記
帳
等
を
し

て
金
額
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

振
込
み
が
完
了
す
る
時
間
は
、金
融
機
関
に

　
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●「
児
童
手
当
現
況
届
」の

　
提
出
月
は
６
月
で
す

資　
格

①
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
の
方　

※

男
女
は
問
い
ま
せ
ん

②
年
度
中
に
行
な
う
講
習
が
受
講
で
き
る
方

③
講
習
修
了
後
、地
域
住
民
に
対
し
て
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

定　
員　
10
名
程
度

参
加
費　
無
料

締　
切　
６
月
９
日（
金
）

申
込・お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

受
付
期
間　
６
月
５
日（
月
）８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
６
月
19
日（
月
）17
時
15
分

申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

－３－
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●
移
動
県
民
相
談
会

　
法
律
相
談（
家
族・近
隣
問
題・相
続
等
）、交
通

事
故
相
談
、消
費
生
活
相
談
な
ど
に
つ
い
て
県
民

生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　
６
月
30
日（
金
）

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
北
杜
市
須
玉
ふ
れ
あ
い
館

お
問
合
せ
／
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
２
３
）１
５
７
１

●「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
強
化
週
間

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

へ
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
を
実
施

し
ま
す
。

期　
間　
６
月
26
日（
月
）〜
７
月
２
日（
日
）

時　
間　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
（
土
日
は
10
時
〜
17
時
）

電　
話　
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

お
問
合
せ
／
甲
府
地
方
法
務
局

電
話（
２
５
２
）７
２
３
９

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
（
要
予
約
）

　
ご
本
人
や
ご
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
不
安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、困

り
事
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談
を
精
神
科

医
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。意
欲
が
な
い
。

・
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
。

・
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

　 　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
各
種
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　
６
月
９
日（
金
）、16
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
９
日　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
16
日　
市
役
所
本
庁
舎

行
政
相
談

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・６
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
６
月
16
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・６
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
６
月
23
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

無
料
法
律
相
談

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　
家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、認
知
症
の

家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、近
所
の
認
知
症
の
人
に

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
６
月
21
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

●「
出
張
が
ん
相
談
」を
実
施
し
ま
す

　
保
健
師
や
が
ん
を
経
験
し
た
仲
間
が
あ
な
た

の
悩
み
や
不
安
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
確
実
で
す
の
で
、お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。（
当
日
参
加
も
可
）

開
催
日　
７
月
13
日（
木
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
ニ
コ
リ
）

　
１
階
会
議
室

対　
象　
が
ん
患
者・家
族
や
関
係
者

●
一
日
合
同
行
政
相
談
（
予
約
不
要
）

　
登
記
や
年
金
、道
路
な
ど
に
つ
い
て
国
や
県
、

市
の
担
当
者
や
弁
護
士
、司
法
書
士
、行
政
書
士
、

税
理
士
、土
地
家
屋
調
査
士
等
が
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

開
催
日　
６
月
15
日（
木
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
15
時

場　
所　
オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
店

お
問
合
せ
／
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

電
話
０
５
７
０（
０
９
０
）１
１
０

無
料
相
談

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
６
月
21
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

申
込・お
問
合
せ
／

　
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
２
７
）８
７
４
０

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
６
月
７
日(

水)

時　
間　
15
時
〜
17
時

場　
所　
予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を

　
確
認
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

※

最
初
に
、簡
単
に
相
談
内
容
の
聞
き
取
り
を
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

福
祉
総
合
相
談
課
で
は
、随
時
相
談
を
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
０

－４－

談
相
料
無



●
夏
の「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

　
相
談
会

開
催
日　
７
月
９
日（
日
）〜
７
月
11
日（
火
）

時　
間　
９
時
〜
17
時

場　
所　
県
立
ろ
う
学
校

対　
象　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容

①「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す
る
悩
み
の
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ
る
お
子

　
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て（
育
児
相
談
）

③「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ
る
お
子

　
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て（
教
育
相
談
）

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
相
談

申　
込　
事
前
に
電
話
か
フ
ァッ
ク
ス
で
予
約
し

　
て
く
だ
さ
い
。

締　
切　
７
月
５
日（
水
）15
時　
　

お
問
合
せ
／
県
立
ろ
う
学
校

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

電
話 

０
５
５
３（
２
２
）１
３
７
８

フ
ァッ
ク
ス 

０
５
５
３（
２
２
）６
４
１
９

●
夏
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

開
催
日　
７
月
１
日（
土
）、２
日（
日
）、

　
　
　
　
８
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
県
立
盲
学
校

内　
容　
盲
学
校
教
員
に
よ
る
、見
え
方
や
見

　
え
に
く
さ
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て
の
相
談

対　
象　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒・成

　
人
お
よ
び
保
護
者
、教
育・福
祉
関
係
お
よ
び

　
視
覚
障
が
い
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　
無
料

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会(

予
約
優
先)

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契

約
等
を
行
な
う
と
き
に
、判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、権
利
と
財
産

を
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　
６
月
20
日(

火)

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

　
保
健
師
や
が
ん
を
経
験
し
た
仲
間
が
あ
な
た

の
悩
み
や
不
安
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
確
実
で
す
の
で
、お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。（
当
日
参
加
も
可
）

開
催
日　
７
月
13
日（
木
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
ニ
コ
リ
）

　
１
階
会
議
室

対　
象　
が
ん
患
者・家
族
や
関
係
者

●
自
殺
予
防
の
た
め
の
電
話
相
談

　
「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」と
悩
ま
れ
て
い
る

方
、家
族
に
死
に
た
い
と
訴
え
る
人
が
い
る
な
ど

対
応
に
困
ら
れ
て
い
る
方
、自
殺
に
関
す
る
電
話

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

実
施
日　
月
曜
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

時　
間　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

○
夜
間
相
談

実
施
日　
火
曜
〜
土
曜
日

時　
間　
16
時
〜
22
時

お
問
合
せ
／

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

電
話 

０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
６
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）

※

な
お
、申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

①
自
主
企
画
講
座

 

「
護
身
体
操
教
室
」

　
生
活
の
中
で
転
倒
等
に
よ
る
不
意
の
事
故
や

不
審
者
か
ら
身
を
守
る
体
の
使
い
方
を
学
ぶ
講

座
で
す
。軽
い
運
動
を
交
え
な
が
ら
、武
道
の
動

き
を
使
っ
た
体
術
を
学
び
ま
す
。親
子
で
参
加
も

で
き
ま
す
。

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）、
25
日（
日
）全
２
回

時　
間　
９
時
30
分
〜
11
時

場　
所　
働
く
婦
人
の
家

受
講
料　
無
料

定　
員　
15
名

②「
七
夕
ケ
ー
キ
作
り
教
室
」

　
 

レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

　

 
〜
フ
ル
ー
ツ
た
っ
ぷ
り
の
せ
〜

　
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ゼ
リ
ー

を
上
に
乗
せ
た
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

開
催
日　
７
月
２
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
13
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
２
，０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

●
生
涯
学
習
講
座

定　
員　
12
組

③
特
別
観
望
日

　
「
夏
の
星
座
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
る
会
」

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
夏
の
星
座
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。
晴
れ
て
い
た
ら
望
遠
鏡
も

使
い
ま
す
。

開
催
日　
６
月
24
日（
土
）

時　
間　
20
時
〜
21
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

④
自
主
企
画
講
座

　
「
七
夕
の
短
冊
づ
く
り
教
室
」

　

 

〜
ペ
ン
習
字
講
座
〜

　

文
字
を
書
く
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化
さ
せ

五
感
を
刺
激
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

は
ペ
ン
を
使
っ
て
七
夕
に
向
け
、
美
し
い
紙

の
短
冊
に
美
し
い
文
字
で
願
い
事
を
書
き
、

七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
６
月
20
日（
火
）、27
日（
火
）、

　
　
　
　
７
月
４
日（
火
）全
３
回

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
１
，０
０
０
円（
ペ
ン・用
紙
代
込
み
）

定　
員　
20
名

※

各
講
座
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。

※

定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※

講
座
の
詳
細
は
、各
施
設
に
あ
り
ま
す
生
涯

　
学
習
講
座「
平
成
29
年
度
上
半
期
版
」の
チ
ラ

　
シ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）７
７
７８

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
４
２
７

申
込・お
問
合
せ
／

　
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
２
７
）８
７
４
０

申　
込　
９
時
〜
17
時（
月
〜
金
）

　
　
　
　
担
当
：
吉
田
、薬
袋
ま
で

締　
切　
開
催
週
の
木
曜
日
17
時

申
込・お
問
合
せ
／
県
立
盲
学
校

電
話（
２
２
６
）３
３
６
１

－５－

談
相
料
無

ト
ン
ベ
イ



●
や
ま
な
し
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ
と
）

　
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
山
梨
県
で
は「
工
夫
し
よ
う
山
梨
な
ら
で
は
の

働
き
方
〜
職
場
も
家
庭
も
H
A
P
P
Y
に
！
〜
」

●
市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ビ
ー

　
マ
ッ
サ
ー
ジ

開
催
日　
６
月
21
日（
水
）、28
日（
水
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　
生
後
２
ヵ
月
〜
８
ヵ
月
の
乳
児
と
マ
マ

　
５
組
の
親
子

参
加
費　
無
料（
市
内
在
住
の
親
子
）

持
ち
物　
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
、バ
ス
タ
オ
ル
、お
む
つ
、

　
　
　
　
お
っ
ぱ
い
ま
た
は
ミ
ル
ク

②
小
学
生
野
外
体
験
活
動

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ウ
ト
ド
ア
☆
２
０
１
７
」

　
野
外
で
お
い
し
い
ご
は
ん
作
っ
て
、レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
で
元
気
に
遊
ぼ
う

開
催
日　
７
月
１
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
16
時

場　
所　
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ
伊
奈
ヶ
湖　
グ
リ
ー

　
ン
ロ
ッ
ジ

対　
象　
市
内
在
住
の
小
学
生 

４
０
名
程
度

参
加
費　
２
０
０
円

申　
込　
市
内
各
児
童
館
に
設
置
し
て
あ
る
申

　
込
書
に
記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期　
間　
６
月
３
日（
土
）〜
10
日（
土
）

※

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

参
加
決
定
の
発
表
は
、通
知
の
発
送
に
か
え

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
４

●
介
護
者
の
つ
ど
い

「
夏
の
ス
イ
ー
ツ
に
挑
戦
！
」

開
催
日　
６
月
30
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会　
名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４

　
介
護
福
祉
課　
　
　

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

　
県
民
の
森
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
の
自
然
観

察
会
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
県
民
の
森

●
森
林
科
学
館
教
室
案
内

初
夏
の
自
然
観
察
会

申　
込　
電
話
に
て
受
付

定　
員　
20
名

参
加
費　
無
料

　
櫛
形
山
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
南
伊
奈
ヶ
湖
で

カ
ヌ
ー
を
体
験
で
き
ま
す
。

開
催
日　
７
月
15
日（
土
） 

雨
天
中
止

時　
間　
13
時
〜
15
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
６
月
16
日（
金
）か
ら
電
話
に
て
受
付

定　
員　
20
名（
身
長
１
１
０㎝
以
上
の
方
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／

（
土・日・祝
日
）森
林
科
学
館

電
話（
２
８
３
）５
７
１
８

（
平
日
）観
光
商
工
課　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

カ
ヌ
ー
教
室

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

●「
は
な
し
て
み
よ
う
中
国
語
」教
室

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、活
動
の
周
知
お
よ
び

多
文
化
共
生
事
業
と
し
て
中
国
語
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

開
催
日　
６
月
16
日（
金
）、23
日（
金
）、30
日（
金
）

時　
間　
19
時
30
分
〜
20
時
45
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　
　
　
会　
員　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
非
会
員　
１
，５
０
０
円

講　
師　
西
野 

美
鈴
さ
ん

　
　
　
　
（
市
国
際
交
流
協
会
理
事
）

締　
切　
６
月
15
日（
木
）

申
込・お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

を
テ
ー
マ
に
、イ
ク
ボ
ス
の
提
唱
者・安
藤
哲
也

氏
の
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。無
料
託
児・手
話
通

訳
が
あ
り
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
託
児

は
６
月
12
日
ま
で
に
予
約
）

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
県
立
文
学
館

参
加
費　
無
料

申
込・お
問
合
せ
／
県
県
民
生
活・男
女
参
画
課

電
話（
２
２
３
）１
３
５
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kenm
in-skt@

pref.yam
anashi.lg.jp

●【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　
６
月
８
日（
木
）、22
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

受
講
料　
無
料

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申　
込　
不
要

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

講　
師　
宗
家 

小
笠
原 

敬
承
斎

○
第
２
〜
９
回

開
催
日　
７
月
〜
２
月
の
第
２
火
曜
日

時　
間　
19
時
30
分
〜

講　
師　
総
師
範 

深
澤 

菱
律

○
第
10
回

開
催
日　
３
月（
日
未
定
）

時　
間　
未
定

講　
師　
宗
家 

小
笠
原 

敬
承
斎

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
前・後
期 

各
５
，０
０
０
円（
５
回
分
）

定　
員　
30
名（
先
着
順
）

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
小
笠
原
流
礼
法
講
座　
受
講
生
募
集

　
「
相
手
を
思
い
や
る
心
」が
基
本
の
礼
法
を
楽

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
第
１
回

開
催
日　
６
月
７
日（
水
）

時　
間　
18
時
30
分
〜

開
催
日　
６
月
12
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
６
月
９
日（
金
）、23
日（
金
）

時　
間　
14
時
〜
19
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

－６－

ト
ン
ベ
イ



①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
６
月
３
日（
土
）、７
月
１
日（
土
）

時　
間　
14
時
〜

場　
所　
市
立
美
術
館
展
示
室

参
加
料　
入
館
料
に
含
み
ま
す

講　
師　
宮
澤 

宝
泉

開
催
日　
６
月
17
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
、14
時
〜

場　
所　
市
立
美
術
館
ロ
ビ
ー

参
加
料　
入
館
料
に
含
み
ま
す

講　
師　
宮
澤 

宝
泉

開
催
日　
６
月
11
日（
日
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時

出　
演　
巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

場　
所　
市
立
美
術
館
前
庭

参
加
料　
無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　電

話（
２
８
２
）６
６
０
０

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

宮
澤
宝
泉
展

作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

宮
澤
宝
泉
展　
作
家
に
よ
る
彫
り
実
演

市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

●
う
た
っ
て
お
ど
ろ
う
！

　
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ぬ
い
ぐ
る
み

　
人
形
劇「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
」

開
催
日　
６
月
15
日（
木
）、16
日（
金
）

時　
間　
開
演
10
時（
開
場
９
時
30
分
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館　
桃
源
ホ
ー
ル

入
場
料　
大
人　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
子
ど
も　
５
０
０
円

　
（
３
歳
未
満
は
膝
上
無
料
。座
席
が
必
要
な
場

　

合
は
有
料
。）

※

保
育
所・園・幼
稚
園
等
団
体
予
約
の
場
合
は

　
指
定
席
で
す
。

※

一
般
の
方
は
指
定
さ
れ
た
区
分
内
で
の
自
由

　
席
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話 （
２
８
４
）３
４
１
１

　
「
百
花
繚
乱
」北
岳
の
お
花
畑
に
ご
案
内
し

ま
す
。

開
催
日　

　
２
日
コ
ー
ス　
７
月
12
日（
水
）〜
13
日（
木
）

　
３
日
コ
ー
ス　
７
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）

場　
所　
北
岳 

大
樺
沢
右
俣
コ
ー
ス

定　
員　
各
20
名

参
加
費　
２
日
コ
ー
ス　
１
９
，０
０
０
円

　
　
　
　
３
日
コ
ー
ス　
３
１
，０
０
０
円

　
　
　

   （
宿
泊
費
、昼
食
代
、保
険
料
、

　
　
　
　

  
タ
ク
シ
ー
代
、温
泉
入
浴
料
含
む
）

申　
込　
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

http://ashiyasu.com

締　
切　
７
月
４
日(
火)

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館

電
話（
２
８
８
）２
１
２
５

●
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
登
山
教
室

　
ア
ス
リ
ー
ト
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
。

開
催
日　
６
月
17
日（
土
）　

時　
間　
８
時
30
分
〜
11
時
45
分

場　
所　
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　
後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

芝
生
広
場

対　
象　
未
就
学
児
〜
小
学
６
年
生　

持
ち
物　
運
動
が
で
き
る
服
装
、運
動
靴
、

　
　
　
　
タ
オ
ル
、飲
み
物

定　
員　
１
５
０
名

参
加
費　
５
０
０
円

内　
容　
ア
ス
リ
ー
ト
と
一
緒
に
色
々
な
ボ
ー

　
ル
を
使
っ
て
の
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

参
加
者　

　
山
村 

宏
樹（
元
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
）

　
須
藤 

大
輔（
元
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
）、他

申
込・お
問
合
せ
／
甲
斐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

電
話（
２
６
０
）８
８
７
７

●
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

●
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
講
習
会

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
資
格
取
得
）

　
安
全
な
荷
役
、走
行
業
務
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

開
催
日　
８
月
１
日（
火
）、２
日（
水
）、

　
　
　
　
　
　
３
日（
木
）、４
日（
金
）

時　
間　
７
時
30
時
〜
18
時

場　
所　
甲
府
市「
湯
村
自
動
車
学
校
」

受
講
料　
無
料　

定　
員　
10
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

締　
切　
６
月
26
日（
月
）

要　
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以

　
上
の
方（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
込・お
問
合
せ
／

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

電
話（
２
２
８
）８
３
８
３

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
95
弾

　
歌
声
喫
茶

　
懐
か
し
い
あ
の
歌
、こ
の
歌
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
調
べ
に
の
せ
て
み
ん
な
と
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。

開
催
日　
６
月
11
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　
演　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン　
大
久
保 

幸

　
　
　
　
歌
唱
指
導　
杉
平 

は
る
み

参
加
費　
５
０
０
円（
茶
菓
子
付
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

開
催
日　
６
月
12
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
６
月
９
日（
金
）、23
日（
金
）

時　
間　
14
時
〜
19
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

小
物
な
ど
美
味
し
い
も
の・素
敵
な
も
の
が
集
ま

る
朝
市
で
す
。

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
玄
関
前
広
場

※

雨
天
時
は
セ
ン
タ
ー
内
で
開
催
し
ま
す

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

　
野
菜
や
果
物
、焼
き
鳥
、焼
き
そ
ば
、手
作
り

●〝
彩
り
市
〞を
開
催
し
ま
す

－７－

ト
ン
ベ
イ



4 月 の 入 札 結 果
●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092

●企業局関係　4月の入札はありませんでした。

●
大
正
琴
無
料
体
験
会

　
梅
雨
の
合
間
に
大
正
琴
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
６
月
18
日（
日
）

時　
間　
13
時
45
分
〜
15
時
45
分

場　
所　
白
根 

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

定　
員　
５
名

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
お
持
ち
で
あ
れ
ば
大
正
琴

※

無
料
貸
出
も
あ
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
来

　
場
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
早
乙
女
大
正
琴　
早
乙
女

電
話 

０
９
０（
２
７
５
２
）３
８
３
６

●
写
経
教
室

　
般
若
心
経
を
書
き
写
す
教
室
で
す
。都
合
の

良
い
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会　
費　
１
，０
０
０
円（
毎
週
１
回
）

申
込・お
問
合
せ
／
遠
藤

電
話 

０
５
５（
２
８
３
）８
２
６
３

●
第
４
回
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
南
ア
ル
プ
ス
市

　
地
図
を
も
と
に
時
間
内
に
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
回
り
、得
点
を
集
め
る
ス
ポ
ー
ツ〝
フ
ォ
ト

ロ
ゲ
〞を
開
催
し
ま
す
。南
ア
ル
プ
ス
市
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
９
月
２
日（
土
）

場　
所　
宜saw

anobori（
よ
ろ
さ
わ
の
ぼ
り
）

　
　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
沢
登
４
５
６

参
加
費　
大
人　
２
，５
０
０
円
他

申　
込　
６
月
19
日（
月
）〜
８
月
18
日（
金
）

大
会
情
報・申
込・お
問
合
せ
／

「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
南
ア
ル
プ
ス
市
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://photo-m
inam

ialps.jp

●「
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
in
峡
中
」参
加
者
募
集

　
Ｕ‒

８・Ｕ‒

６
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
峡
中
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
７
月
１
日（
土
）　

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分（
受
付
13
時
）

場　
所　
押
原
公
園

内　
容　
親
子
ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
舎
、園
児・児

　
童
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
、親
子
サ
ッ
カ
ー

対　
象　
峡
中
地
域
に
お
住
ま
い
の
小
学
校
１・

　
２
年
生
お
よ
び
園
児

お
問
合
せ
／
県
サ
ッ
カ
ー
協
会 

望
月

電
話 （
２
６
７
）８
８
８
７

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習
会

（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
級

　
資
格
取
得
）

　

整
理
収
納
の
コ
ツ
や
清
掃
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。

開
催
日　
７
月
26
日（
水
）、27
日（
木
）、28
日（
金
）

時　
間　
10
時
〜
15
時

　
　
　
　
（
７
月
26
日
は
10
時
〜
12
時
）

場　
所　
昭
和
町「
総
合
会
館
」

受
講
料　
無
料　

定　
員　
15
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

締　
切　
６
月
19
日（
月
）

要　
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以

　
上
の
方（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
込・お
問
合
せ
／

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

電
話（
２
２
８
）８
３
８
３

開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

4月27日

市内公園遊具定期点検業務委託

地域おこし協力隊活動車両リース（芦安地区）

公用車リース(生涯学習課)

デジタル複写機借入れ（戸籍市民課）

デジタル複写機借入れ（健康増進課）

デジタル複写機借入れ（櫛形北保育所）

デジタル複写機借入れ（百田保育所）

デジタル複写機借入れ（巨摩保育所）

デジタル複写機借入れ（白根保育所）

デジタル複写機借入れ（八田小学校）

デジタル複写機借入れ（櫛形北小学校）

デジタル複写機借入れ（櫛形西小学校）

デジタル複写機借入れ（豊小学校）

デジタル複写機借入れ（甲西分遣所）

市内

芦安芦倉地内

鮎沢地内

小笠原地内

飯野地内

桃園地内

百々地内

飯野地内

飯野地内

野牛島地内

桃園地内

上市之瀬地内

吉田地内

宮沢地内

東京体器㈱

㈱トヨタレンタリース山梨

㈱ユニオックス

㈲丸栄商事

㈱富士観光開発　事務用品部
　南アルプス出張所
㈱富士観光開発　事務用品部
　南アルプス出張所
㈱富士観光開発　事務用品部
　南アルプス出張所
㈱富士観光開発　事務用品部
　南アルプス出張所

㈱マルモ

㈲丸栄商事

㈱マルモ

㈱マルモ

㈱マルモ

㈱マルモ

4,212,000

1,229,580

285,768

98,604

85,860

58,320

136,080

56,700

34,884

112,320

53,352

56,160

54,756

42,768

－８－

果
結
札
入

ら
か
民
市

ト
ン
ベ
イ




